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２．パネリスト紹介  
 

渡辺   繭                GFJ 執行世話人  

千葉大学卒業後、東京大学大学院教育学研究科修
士課程修了。2000 年日本国際フォーラム研究助
手、2007 年同主任研究員（専門はエピステミッ
ク・コミュニティと文化外交）。2011 年同常務理
事、2018 年同副理事長を経て、2019 年より同理
事長。現在、東アジア共同体評議会議長を兼務。 
 

 
渡邊  啓貴       GFJ 有識者世話人

／帝京大学教授  
1978 年東京外国語大学卒業、1980 年
同大学大学院修士課程修了。1983 年慶
應義塾大学大学院満期終了。1986 年パ
リ第一大学パンテオン・ソルボンヌ校
現代国際関係史専攻博士課程修了。そ
の後、東京外国語大学助教授、同教授
などを経て、2011 年同国際関係研究所
所長。2019 年同大学名誉教授。その間、在仏日本国大使館広報文
化担当公使、雑誌『外交』『Cahiers du Japon』編集委員長などを歴
任。1992 年『ミッテラン時代のフランス』で渋沢クローデル賞受
賞。主な著書に『アメリカとヨーロッパ』（中央公論新社、2018 年）、
『ヨーロッパ国際関係史』（有斐閣、2008 年）、『米欧同盟の協調と
対立』（有斐閣、2008 年）などがある。現在、日本国際フォーラム
上席研究員・評議員、グローバル・ガバナンス学会会長を兼務。    
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伊藤さゆり  ニッセイ基礎研究所研究理事  
早稲田大学卒業後、日本興業銀行（現みず
ほフィナンシャルグループ）を経て、 2001
年ニッセイ基礎研究所入社、2019 年 7 月か
ら現職。早稲田大学大学院修士課程修了。
主な著書に『EU 分裂と世界経済危機：イギ
リス離脱は何をもたらすか』（NHK 出版、
2016 年）、『EU は危機を超えられるか：統
合と分裂の相克』（NTT 出版、2016 年）な
どがある。現在、早稲田大学大学院非常勤       
講師を兼務。  

   

 

中村登志哉      名古屋大学教授  

1960 年愛知県生まれ。同志社大学卒
業。共同通信社勤務（1990-91 年、
ドイツ・ベルリン自由大学社命留学）
を経て、メルボルン大学博士課程修
了、Ph.D.（政治学）取得。県立長
崎シーボルト大学（現長崎県立大学）
教授などを経て、2010 年より現職。
著書に『ドイツの安全保障政策－平
和主義と武力行使』（一藝社、 2006
年）、編著に『戦後 70 年を越えて―ドイツの選択・日本の関与』
（一藝社、2016 年）、訳書に『ドイツ・パワーの逆説－＜地経
学＞時代の欧州統合』（ハンス・クンドナニ著、一藝社、2019
年）などがある。現在、名古屋大学グローバルメディア研究セ
ンター長、グローバル・ガバナンス学会理事・事務局長を兼務。  
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田中  素香       GFJ 有識者メンバー／

東北大学名誉教授  

1967 年九州大学卒業。1971 年九州大学大学院修
士課程修了。同年４月より九州大学経済学部助手。
下関市立大学経済学部講師、助教授を経て、東北
大学経済学部助教授。1983 年経済学博士（九州
大学）取得。1986 年東北大学教授、1999 年東北
大学大学院教授を経て、2004 年から現職。日本
国際経済学会元会長、日本 EU 学会元理事長。主
な著書に、『ユーロ危機とギリシャ反乱』（岩波新

書、2016 年）、『欧州統合』（有斐閣、1982 年）などがある。現在、
中央大学経済研究所客員研究員、国際貿易投資研究所客員研究員、
などを兼務。  
 

 

伊藤  武            GFJ 有識者メンバー／

東京大学教授  

1971 年長野県生まれ。1995 年東京大学法学
部卒業。1998 年東京大学大学院博士課程中
退。東京大学社会科学研究所助手、専修大
学法学部教授、東京大学大学院総合文化研
究科准教授などを経て、2019 年より現職。
専攻はイタリア政治、ヨーロッパ比較政治。
主な著書に『イタリア現代史』（中央公論新
社、2016 年）、『ヨーロッパのデモクラシー』
（ナカニシヤ出版、2009 年）などがある。  
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（ナカニシヤ出版、2009 年）などがある。  
 

 

 

 

福田  耕治      GFJ 有識者メンバー／

早稲田大学教授  

1953 年三重県生まれ。早稲田大学卒業、同志
社大学大学院修士課程修了。ベルギー・ヨー
ロッパ大学大学院招聘研究員、駒澤大学専任講
師、助教授、教授を経て、現職。この間、青山
学院大学、東京大学、法政大学、成城大学で非
常勤講師を歴任。リーゼ賞、政治研究櫻田会奨

励賞を受賞。主な著書に、『EU の連帯とリスクガバナンス』 (成文
堂、2016 年）、『国際行政学』(有斐閣、2003 年 )などがある。現在、
早稲田大学 EU 研究所所長、日本 EU 学会理事、グローバル・ガバ
ナンス学会理事・副会長、日本公益学会名誉顧問、日本公共政策学
会理事、外務省政策評価アドバイザーなどを兼務。  
 

飯村   豊          GFJ 有識者メンバー／

元駐フランス大使  
1946 年東京都生まれ。1968 年外務公務員上
級職試験合格。1969 年東京大学教養学科中
退。同年外務省入省。海外においては在ソ
連（当時）大使館、在フランス大使館、在
フィリピン大使館および在米大使館にて勤
務。国内においては報道課長、欧亜局（現
欧州局）審議官、経済協力局長及び官房長
を勤めた。その後、駐インドネシア特命全権大使、駐フランス特命
全権大使、政府代表（中東地域及び欧州地域関連）、東南アジア協
力担当大使を歴任。現在、政策研究大学院大学政策研究院シニア
フェローを兼務。
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【司会】  
高畑  洋平  GFJ 常任世話人・事務局長  

2007 年法政大学卒業。2009 年早稲田大学
大学院修士課程修了（学術修士）。同年日
本国際フォーラムに入所。同研究助手、
同研究員等を経て、2014 年より同主任研
究員。その間、GFJ 有識者メンバー、「e-
論壇」編集主幹などを歴任し、2018 年よ
り現職。主な業績として『各種の中長期
的国際情勢予測に関する研究報告書』（共
著、日本国際フォーラム、2010 年）など
がある。  
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３．参加者名簿  
 

相原  雅子  白百合女子大学兼任講師  
青木   緑  NHK 報道局国際部記者  
安部  勇輝  GFJ 臨時事務局員  
池田  匡邦  帝京大学学生  
市川  文隆  時事通信解説委員  
稲留  正英  毎日新聞出版週刊エコノミスト編集部編集次長  
イ  ユジン  GFJ インターン  
上野  景文  元駐バチカン大使  
内木場重人  「フォーサイト」編集長  
梅原  将嗣  法務省事務官  
ウルエタ スティーヴン ハビーブ 慶應義塾大学助教授  
江岸   伸  三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング研究員  
大原俊一郎  亜細亜大学准教授  
岡田龍之介  大和速記情報センター  
岡部   伸  産経新聞社論説委員  
小原  喜雄  神戸大学名誉教授  
加藤  和弘  日本電気政策渉外部主幹  
金丸   晶  国際金融情報センター欧州部兼アフリカ部主任研究員 
鎌田  晃輔  国際金融情報センター欧州部兼アフリカ部研究員  
川上恭一郎  外務省国際経済課長  
河東  哲夫  Japan and World Trends 代表  
河村   洋  外交評論家  
菊池  誉名  日本国際フォーラム主任研究員  
木下  博生  全国中小企業情報促進化センター参与  
木村ひとみ  大妻女子大学准教授  
木村  宣夫  日本ヒューレット・パッカード財務管理本部リーダー 
許    飛  中国国際旅行社ツアーガイド  
軍司  泰史  共同通信編集委員  
五井  憲子  共同通信社編集委員室  
小林   悠  国際金融情報センター欧州部兼アフリカ部主任研究員 
近藤  健彦  元大蔵省副財務官  
坂本賢太郎  笹川平和財団研究員  
佐藤  裕美  日本モロッコ協会顧問  
佐野秀太郎  国家戦略研究所主任研究員  
下桐実雅子  毎日新聞出版週刊エコノミスト編集部記者  
白井  基浩  渋沢栄一記念財団会員  
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杉山  文彦  時事通信社解説委員兼 Janet 編集長  
鈴木  尚子  TBS 報道局外信部記者  
鈴木   一  丸井工文社営業部部長  
関根真祐子  PwC Japan シニアアソシエイト  
副島豊次郎  元駐スロバキア大使  
袖岡  嘉憲  三菱 UFJ 銀行経営企画部情報戦略室長  
高木  清光  東アジア戦略センター代表  
高橋   剛  丸井工文社営業部第３グループグループリーダー  
高畑   舞  GFJ インターン  
竹井   豊  日本投資環境研究所  
武内  信博  電気通信普及財団理事長  
竹内  正興  国際開発センター理事長  
武田  悠基  GFJ 事務局員  
田中   理  第一生命経済研究所主席エコノミスト  
陳   応和  駐日中国大使館二等秘書官  
長島  久明  HARP 代表  
中野   実  日本 EU 学会会員  
中村起一郎  都市出版「外交」編集長  
西谷  徳治  江橋・鈴木法律事務所弁護士  
平田  尚三  NEC 輸出管理本部主席主幹  
藤井  彰夫  日本経済新聞社上級論説委員兼編集委員  
藤田  正之   
本間  圭一  読売新聞社国際部次長  
松本  佐保  名古屋市立大学教授  
松本  達也  JPMorgan Asset Management 
鞠子  公男  元帝京大学教授  
三好  範英  読売新聞編集委員  
村石  恵照  武蔵野大学客員教授  
矢口   満  国際通貨研究所主任研究員  
山﨑  謙介  遊神代表取締役  
矢野  卓也  日本国際フォーラム主任研究員  
葉    葉  日本品質保証機構安全電磁センター認証部認証課  
横内   学  日野自動車欧阿中東部欧州・アフリカ室アフリカグループ長 
米田摂津太郎 米田事務所代表  
笠   紀子  三菱 UFJ 銀行経営企画部情報戦略室調査役  

                     （五十音順） 
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１．報告要旨  
 

冷戦終結 30 年後のヨーロッパにおけるブレクジット  
 

渡邊啓貴（帝京大学教授）  
 
「欧州政策パネル」第二回のテーマは、冷戦終了後 30 年の今、

ブレクジットをどのようにとらえていくのか、という問題提起です。 
第一に、ブレクジットをイギリスが国民投票で決定しながら、三

年半近くが経つのに依然として今後の動静が不確実であることで
す。論点は「合意ある離脱」か、「合意なき離脱」か、それとも総
選挙後の再国民投票か、いずれの可能性も完全には否定できない、
混沌とした状況にあるのが現在です。  
しかしジョンソン首相の最近の行動は「合意ある離脱」に奔走す

る姿であったのではないかと思います。しかも 10 月の新たな離脱
協定は EU 側が受け入れやすいものでした。詳細は省きますが。三
年半のブレクジット騒動のかなりの部分は実際にはイギリス国内
の政治権力闘争であったといえ、そこに EU 分担金の負担額をめぐ
るフェイクニュースに象徴的な英国政治の凋落が示されていまし
た。しかし三年半の時を経てある程度離脱に向けての心理的かつ実
際的な準備が進んでいるのではないかということです。ある種「熟
議」が進んだというのが現実です。またそうした中で成長率予測、
金融拠点としてのロンドンの存続、共通防衛政策への残留など 2016
年国民投票直後に比べると事態は予測可能性の高いものになって
きているのではないでしょうか。  
時期尚早かと思いますが、ブレクジットは三年半前のイギリスの

「完全離脱」のイメージから「部分的離脱」、つまり、実質的にど
こがこれまでと違うのか、という議論になりつつある。あるいはそ
うなっていくのではないかと思います。これは 1966 年にフランス
が NATO の軍事機構から離脱したときに、大変なことになると当
初言われていましたが、実際、大西洋防衛体制は大きく変わらな
かった。ドゴール仏大統領は 2 年ぐらい時間をかけて部分的に軍隊
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を引き揚げていったからみんな準備ができた。その時と似たような
ことになるのではないかと思います。このようなことを言っている
フランス人がいるとも聞いたことがあります。  
またイギリスからすれば、EC(当時 )加盟がイギリスのブライトを

満たし、国益に資する点が少なかったという国民感情は軽視できな
いところです。私自身は現状を悪化させることは合理的な選択とし
ては正しくないので英国民も時間とともに離脱を思いとどまるだ
ろうと楽観視していました。しかし、10 月下旬の下院議会の離脱
決議先送りは「合意なき離脱」の回避ではあっても「離脱撤回」ま
でには至っていない。ということはこうした国民感情とブライトが
非常に根強いものであると考えます。それは大英帝国の歴史へのノ
スタルジーでしょうか。自信でしょうか。いずれにせよ、英国国民
がイギリスの「世界での序列」にまだ強くこだわっていることは確
かです。  
第二に、イギリスの離脱を推し進める人たちを含むポピュリズム

です。「反エリート」と「 (排外主義につながる )真の人民」(真のド
イツ人、真のフランス人は自分たちだけだ )という感情、そして街
頭行動などの直接行動をポピュリズムの特徴とすれば、この傾向は
まだその勢いを保つでしょう。それはグローバル化の残滓である格
差が縮まらないかぎり、社会の「不満分子」は増えるからです。そ
れは 60-70 年代の「ファシズム論」や「大衆社会論」に通底する議
論です。そして外国人を含む社会的弱者をスケープゴートにする傾
向を持ちます。ただし、ヨーロッパの場合には、資本主義先進諸国
と民主化・市場経済化の発展途上にある国においてはその在り方が
違います。「経済的な南北格差」と同時に、「民主化の東西格差」は
依然として現実だからです。  
したがって、ポピュリズムの隆盛を一律にみるべきではない。

2017 年 3 月オランダの国民議会選挙からはじまり、フランスの大
統領選挙にみられたポピュリズムの敗退、そしてその年の後半には
ポピュリスト的勢力が伸長したドイツ議会選挙、ポーランド、オー
ストリアなどの中・東欧での選挙にその違いは表れていました。先
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進資本主義諸国では一定のところでポピュリズムの勢いはとどま
りました。それは 2019 年欧州議会選挙の結果に明白でした。14 年
の時に飛躍的に増大した排外主義的ポピュリズムは頭打ちになり
ました。象徴的なのがフランスの共和国戦線 (旧国民戦線 )です。引
き続いて単独では仏国内では第一党となりましたが、議席は減らし
ました。  
中・東欧諸国のポピュリズム的な動きは「ナショナリズム」といっ

てもよいものです。一律にポピュリズムという言葉を使うことが妥
当ではないという立場の人たちは「主権主義」という言葉を使いま
す。  
第三に、イギリスの離脱とともに、EU 内の求心力の低下です。

独仏関係には 17 年選挙でメルケル政府に陰りが見え始めてから、
しばしば齟齬が目立つようになりました。それは 17 年 9 月のマク
ロン・イニシアチブや最近の「NATO 脳死」発言に対する各国の反
応にも明らかです。フランスの突出はドイツの内外事情に呼応した
もので、マクロン大統領自身フランスの独断専行が通るとは完全に
は思っていないと思いますが、リーダーシップの綱引きを意識した
ものであると思います。今回の「NATO 脳死」発言は多分に 12 月
上旬の NATO 首脳会議で欧州の自立をめぐる議論の頭出しのよう
な性格があると思います。その背景にはトランプ大統領の「アメリ
カ第一主義」への危機感があります。  
また欧州のこうした内部での綱引きが国際情勢の大きな動きに

も呼応しているのが特徴です。ウクライナ紛争以来複雑な事態に
至っているプーチン・ロシアとの関係です。マクロン大統領は親露
的外交を展開し、主要国首脳会議へのロシアの復帰など尽力してい
ますが、それはほかの欧州諸国との軋轢を招くことにもなりかねな
い。たとえばマクロンのパフォーマンスに反発を抱きながらも、ロ
シアとの経済的関係が最も強いドイツの微妙な立場と依然として
EU 内での大きな影響力は無視できません。そういう点からは、「ド
イツ問題」という大きな課題は依然として欧州統合が共有している
問題です。  
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さらにプーチン・ロシアの外交の不可測性とともに、ユーラシア
の現実は中国の広範な「一帯一路」構想に大きな影響を受けていま
す。さすがのヨーロッパ諸国も対中論調を楽観的なものから慎重な
ものにし始めたのが 2013 年ごろからでした。「一帯一路」構想が明
らかになってきてからでした。そしてその中国とロシアが経済的軍
事的に接近しています。しかもヨーロッパは 2012 年からの「16+1」
構想や北極海航路に向けた中国の関心を警戒してもいます。マクロ
ンの対露接近は中露接近に対する「楔」の意味でもあります。この
ことは EU の共通認識でもあります。問題は政策の統合です。歴史
的利害関係から中露との関係は西欧・東欧また各国それぞれ微妙で
複雑です。そうした中でアングロサクソン・日豪太平洋国家との安
全保障関係に力を入れようとするイギリスのスタンスには独特の
ものがあります。  
冷戦が終結して 30 年ですが、事態はかつての第一次世界大戦か、

それ以前の事態に似てきているかのようです。故ルネ―ジロー氏
(ソルボンヌ名誉教授 )は冷戦終結直後、『ル・モンド』紙に第一次
世界大戦を想起させる冷戦後の世界を描いた長文の記事を掲載し
ました。冷戦が終結した後ブッシュ大統領は「新しい世界秩序」を
提唱しましたが、それは中途半端なものに終わりました。他方で
ヨーロッパの中でドイツ再統一の見通し、ドイツ突出の脅威 (ドイ
ツ問題 )、そして中・東欧諸国の復権が大きな課題でした。しかし
そのプロセスの道半ば、アメリカはクリントン政権時代の経済・テ
クノロジーの繁栄を背景に「多国間協調」から、自信過剰のネオコ
ン主導のブッシュ政権の「一極・単独主義」にバトンを渡しました。
そしてイラク戦争の蹉跌を踏まえて、「オフショア」政策に代表さ
れる不介入慎重論のオバマ外交を経て、ふたたびトランプ大統領の
単独主義になっています。  
しかし世界はすでにネオコンが跋扈できた時代ではありません。

90 年代半ばにシラク大統領は「多極世界」を構想しましたが、今
それはより現実味を帯びています。アメリカの相対的影響力の低下
と相まって中国の台頭です。わが国ではこの範囲での議論が多いよ



17Ⅱ．議　論

 

さらにプーチン・ロシアの外交の不可測性とともに、ユーラシア
の現実は中国の広範な「一帯一路」構想に大きな影響を受けていま
す。さすがのヨーロッパ諸国も対中論調を楽観的なものから慎重な
ものにし始めたのが 2013 年ごろからでした。「一帯一路」構想が明
らかになってきてからでした。そしてその中国とロシアが経済的軍
事的に接近しています。しかもヨーロッパは 2012 年からの「16+1」
構想や北極海航路に向けた中国の関心を警戒してもいます。マクロ
ンの対露接近は中露接近に対する「楔」の意味でもあります。この
ことは EU の共通認識でもあります。問題は政策の統合です。歴史
的利害関係から中露との関係は西欧・東欧また各国それぞれ微妙で
複雑です。そうした中でアングロサクソン・日豪太平洋国家との安
全保障関係に力を入れようとするイギリスのスタンスには独特の
ものがあります。  
冷戦が終結して 30 年ですが、事態はかつての第一次世界大戦か、

それ以前の事態に似てきているかのようです。故ルネ―ジロー氏
(ソルボンヌ名誉教授 )は冷戦終結直後、『ル・モンド』紙に第一次
世界大戦を想起させる冷戦後の世界を描いた長文の記事を掲載し
ました。冷戦が終結した後ブッシュ大統領は「新しい世界秩序」を
提唱しましたが、それは中途半端なものに終わりました。他方で
ヨーロッパの中でドイツ再統一の見通し、ドイツ突出の脅威 (ドイ
ツ問題 )、そして中・東欧諸国の復権が大きな課題でした。しかし
そのプロセスの道半ば、アメリカはクリントン政権時代の経済・テ
クノロジーの繁栄を背景に「多国間協調」から、自信過剰のネオコ
ン主導のブッシュ政権の「一極・単独主義」にバトンを渡しました。
そしてイラク戦争の蹉跌を踏まえて、「オフショア」政策に代表さ
れる不介入慎重論のオバマ外交を経て、ふたたびトランプ大統領の
単独主義になっています。  
しかし世界はすでにネオコンが跋扈できた時代ではありません。

90 年代半ばにシラク大統領は「多極世界」を構想しましたが、今
それはより現実味を帯びています。アメリカの相対的影響力の低下
と相まって中国の台頭です。わが国ではこの範囲での議論が多いよ

 

うですが、この構図に対抗する動きは日米印の連携だけではありま
せん。ユーラシアでは中露の綱引きと欧中露の間の勢力均衡的な
「影響圏」をめぐる「グレートゲーム」が行われています。アメリ
カの中東からの事実上の撤退はその大きな引き金となっています。
EU はこうした新たな多極化の時代に、相対的ではあるが自らの秩
序構想を実現するために「戦略的自立」 (2016 年グローバル戦略 )
を提唱しています。  
冷戦終結後 30 年を経て、世界は多極化しています。そうした中

で欧州諸国はひとつの勢力圏を形成しようとしていますが、同時に
統合の発展は常に「挑戦」です。したがってその都度ステップアッ
プするための生みの苦しみを経験します。しかし統合は終焉してい
るわけでも、崩壊しているわけでもありません。そして対外的には
多極化の一翼をどのようにして担っていくのか。問いはそこにあり
ます。  
だとすると、問題は勢力圏の間の狭間をどのようにして安定させ

ていくのか。それは多極間の関係と無関係ではありません。中東・
中央アジア・アジアなどの民族・地域紛争は冷戦終結後の主要な不
安定要因ですが、この冷戦後の混乱は、今や再編されようとする勢
力圏関係に吸収されていこうとしています。日本外交が「価値外交」
を標榜して世界の「平和」と「繁栄」に踏み込むとしたらそれに正
面から向かうの覚悟が求められます。  
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英国総選挙とＥＵ離脱の行方  
 

 伊藤さゆり（ニッセイ基礎研究所研究理事）  
 

12 月 12 日の総選挙で、ジョンソン首相率いる保守党が過半数を
確保し、英国が 20 年 1 月末に EU を「合意あり離脱」する可能性
は高まっているようだ。  

7 月の就任以来、ジョンソン首相がとってきた「強硬路線」は成
功を収めつつある。ジョンソン首相は、10 月 31 日の離脱に失敗し
たが、EU からの新たな合意を引き出すことに成功した。期限通り
の離脱を阻んだのは議会という構図も作り上げることができた。  
保守党にとって、野党の足並みの乱れも有利に働いている。最大

野党・労働党は離脱戦略の方針をまとめきれず、「政権樹立から 3
カ月で新たな合意、６カ月以内に新合意による離脱か残留かを選択
肢とする国民投票実施」を公約に掲げた。左派色が強いコービン党
首への警戒感は年齢層が高くなるに連れて強くなる。コービン党首
は、政権奪取に必要な支持の広がりを妨げると共に、残留支持を掲
げる自由民主党との協調を難しくしている。  

3 年 5 カ月に及ぶ EU 離脱を巡る迷走の結果、英国社会の分断は
深まり、「離脱疲れ」が広がっており、問題の早期決着を望む票は
保守党に投じられやすくなっている。  
しかし、EU 離脱の決定やジョンソン首相の手法に不満を持ち、

労働党の公約に魅力を感じる若年層の投票行動が予想外の結果を
もたらす可能性も排除はできない。  
保守党が過半数を確保し、20 年 1 月末に EU 離脱が実現しても、

離脱問題は決着しない。EU 離脱は、英国と EU が、将来の新たな
関係について協議する出発点に過ぎない。将来関係の協議、批准手
続きは、離脱協定以上に複雑で時間を要する。ジョンソン首相が公
約通り、20 年末に終わる移行期間の延長を申請しなければ、将来
関係協定に引き継がれずに移行期間が終わる「2020 年末の崖」が
訪れる。  
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は、政権奪取に必要な支持の広がりを妨げると共に、残留支持を掲
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離脱問題は決着しない。EU 離脱は、英国と EU が、将来の新たな
関係について協議する出発点に過ぎない。将来関係の協議、批准手
続きは、離脱協定以上に複雑で時間を要する。ジョンソン首相が公
約通り、20 年末に終わる移行期間の延長を申請しなければ、将来
関係協定に引き継がれずに移行期間が終わる「2020 年末の崖」が
訪れる。  

 

ジョンソン首相が、総選挙で過半数を制しても、政権基盤の安定
には、EU との新たな関係への円滑な移行を進め、離脱問題で深まっ
た英国内の分断の解消に動くことが必要だ。  
英国の EU 離脱の経済への影響は、離脱後の英国と EU の協議の

結果に依存する部分が大きいため、離脱直後に集中的に表れるので
はなく、中長期にわたり持続する。国民投票からの３年半に比べる
と、世界経済の基調は弱くなっており、痛みを感じ易くなっている。 
離脱の負の影響は、離脱という選択に生活の改善への思いを託し

た工業地帯や農業地帯、低所得者が受けやすい。保守党は総選挙に
あたり、中道寄りの公約を掲げた。離脱派の掲げる「グローバル・
ブリテン」戦略の追求以上に、EU 離脱で拡大しかねない格差への
対応にも力を入れざるを得ないだろう。  
予想を裏切り総選挙後に労働党中心の政権が誕生した場合も不

確実性と分断は続く。労働党が約束する EU との再交渉の内容は、
ジョンソン合意より EU との関係を重視するが、「いいとこどり」
の面がある。政権樹立から６カ月以内の国民投票実施は不可能では
ないが、時間的に厳しい。分配重視、国家の介入を拡大する公約を
嫌い、市場が激しく反応する可能性もある。  
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ドイツの欧州か、欧州のドイツか：  
ベルリン崩壊後の欧州の未来図  

 
 中村登志哉（名古屋大学教授）  

 
１．2019 年欧州議会選挙と EU 新体制  

・主流の中道右派は議席減、中道左派は大幅減  
・ポピュリズム政党は党勢拡大  
・次期欧州委員長にドイツ国防相のウルズラ・フォンデアライエ

ン氏が就任（予定）  
・ドイツからの委員長は EU の前身の欧州経済共同体（EEC）初

代委員長のハルシュタイン氏（当時は西ドイツ、在任期間は 1958
～67 年）以来  

 
２．ドイツの課題  

・メルケル政権の支持低下  
2018 年の州議会選挙敗北の責任を取り、メルケル首相は与党党

首を辞任、首相としても今期（任期満了は 2021 年）を最後とする
旨を表明  
・後継最有力候補にクランプ・カレンバウアー党首兼国防相  
・連立与党の支持率低下  
・右派ポピュリスト新党「ドイツのための選択肢」（AfD）の急

伸と定着  
・ドイツ経済の減速⇔財政出動？  
・米独関係の悪化  
 

３．欧州の課題  

・英国の EU 離脱：独仏の欧州における影響力拡大？  
・ユーロ圏予算を巡る独仏両国の立場の相違  
・トランプ米政権との防衛費、貿易等に関する欧米対立  
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・米中経済戦争による経済減速  
 

４．小括  

・欧州におけるドイツの指導力発揮への期待感  vs. ドイツの「覇
権」に対する警戒感  
・欧州懐疑主義への対応  
・対米関係と対中関係という難題  
 
   →果たしてドイツは欧州安定に貢献できるのか  
 

【参考文献】  

ハンス・クンドナニ著、中村登志哉訳『ドイツ・パワーの逆説』
（一藝社、2019 年）  
中村登志哉編『戦後 70 年を超えて  ドイツの選択・日本の関与』

（一藝社、2016 年）  
中村登志哉著『ドイツの安全保障政策  平和主義と武力行使』（一

藝社、2006 年）  
G.J.グレースナー著、中村登志哉他訳『ドイツ統一過程の研究』

（青木書店、1993 年）  
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Brexit 後の英国と EU 
 

田中素香（東北大学名誉教授）  
 

１．英国の離脱に伴う諸問題  
○英国離脱の新協定：EU 関税同盟から離脱して（北アイルラン

ドは別－以下同様）、EU と FTA。しかし、「適切かつ先進的な原産
地規則と野心的な関税取り決めにより全品目で関税、数量割当を回
避」。ただし、税関検査は入る（これが厄介）。  
○「公正な競争条件（LPF）」の実現を確約。「双方は移行期間終

了時点で、政府補助金、競争法、社会・雇用規制、環境基準、気候
変動、租税の各分野で、現在の高い水準を維持。」→EU は英国のタッ
クスヘイブン化を警戒→移行期間中 or その後も英国と EU との厳
しい交渉が続く可能性。  
○英国が通商関係を現状維持するには 168 カ国を相手に、750 の

国際協定締結必要→英政府 capacity？   Financial Times  調べ  
May 31, 2017  BIG READ より  通商 295 協定、規制協定 202、漁
業 69、輸送 65（航空協定など）、通関管理 49、原子力（原発）45、
農業・食品 34 
○離脱は終点ではなく、英国の真の混沌の始まり。今までは「離

脱問題」という枠組み。離脱すると、①離脱を支持した階層のダメー
ジ最大、②EU との関係以外の通商・安保などの枠組みは消滅：「グ
ローバル・ブリテン」の追求：米中印豪（Commonwealth）TPP11
などとの FTA・・・時間がかかる。それまでの経済の落ち込み。  

 
２．英離脱後の EU 統合について  
（１）第２次大戦後の３期区分と EU 統合  
○①冷戦期（1945～1990 年）：米国が戦後世界経済システム構築、

先進国支配の世界経済。欧は米をモデルに経済統合、単一市場実
現・通貨統合プラン形成。  
○②ポスト冷戦期（1991～2009 年）：オフショアリング・グロー

バルサプライチェーン形成により中国等新興国の台頭、先進国の世
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界生産シェア低落、所得などの格差拡大。EU 統合はユーロ導入（20
世紀型）と東への拡大（21 世紀的統合）。東欧の取り込みによる欧
資本主義の競争力強化（除くイタリア）。リーマン危機による新自
由主義的資本主義の自壊  
○③ポスト・リーマン期（2010～今日～）：地政学的対抗の世界

→米中両超大国、米国の孤立主義と中国の世界政策、ロシアの反西
欧主義→vs EU。①②の時期は地政学的には一応の安定→EU 統合は
基本的に経済・通貨統合、EU 加盟国間の対立は統合路線対立。  

 
（２）ポスト・リーマン期の EU 統合  
○格差拡大→要求多様化→多党化、ポピュリズム運動。中道政党

のリーダーシップ動揺。  
○ユーロ危機（通貨統合の危機）と西北欧 vs 南欧、とりわけイ

タリア。  
○移民・難民流入：右派ポピュリズムを強化  
○統合路線の混迷：地政学的対抗の時代には政治・軍事統合が不

可欠だが、マクロン構想以外に目立った構想は提出されていない。
メルケル首相はリップサービスのみ。  
○西欧・東欧間対立＝東欧（ポ、ハ、チェ、・・）は統合進展に

反対→EU として統合の具体策に踏み込めない。ユンケル前委員長
の多段階欧州統合提案－2017 年－にも具体的な動きは起きなかっ
た）  
○他方、Brexit 交渉はバルニエ氏のタスクフォースで統一的対応、

加盟国間の乱れはみられなかった。日欧 EPA／SPA の合意と批准、
欧州議会選挙を含めて EU 路線は保守されている。  

 
（３）EU の未来図  
○「ドイツの独り勝ち」：メルケル首相＝“Union method”（ドイ

ツ型の紛争解決、ユンケル委員長もドイツ派的、ドイツの統合拒否
権）  
○→「独り勝ち」の終焉（低成長、自動車産業の構造変化、ICT・
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AI 化、新興国の経済成長率低迷・・）。英離脱後の EU 理事会の多
数決制とドイツの苦境  
○ラテン連合：マクロン＝ラガルド ECB＝シャルル・ミシェル大

統領（ベルギー首相、リベラル派）。フォンデアライエン委員長＝
国際派。EU 理事会法律採択の多数派。  
○フォンデアライエン委員長の”My agenda for Europe” の６つ

の政策課題：①欧州グリーンディール、②人々のための経済（最低
賃金制など）、③デジタル欧州、④欧州生活様式防衛（法の支配、
欧州国境沿岸警備隊１万人へ）、⑤世界の中のより強力な欧州（公
正貿易、NATO との関係を維持しつつ欧州防衛同盟（EDU）、⑥欧
州デモクラシーの新たな前進（欧州将来会議、条約改正）。  
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イタリアにおける EU 批判と親 EU 路線復活をめぐる考察  
 

伊藤武（東京大学教授）      
 

第１回の欧州政策パネルにおいて、報告者は、イタリアは、５つ
星運動と同盟の「ポピュリスト」連立政権（第 1 次コンテ政権）が
EU と摩擦を抱えていること、特に反移民主義を掲げて支持を高め
た同盟の指導者マッテオ・サルヴィーニが、イタリアを超えた EU
統合批判勢力の軸となっていること論じた。第２回の本報告では、
その後の同政権の崩壊と新政権（第２次コンテ政権）成立が、親
EU 路線への回帰を意味するかを検討する。  

2019 年 8 月初頭、サルヴィーニが突如引き起こした政権危機は、
同盟の政権離脱、そして５つ星運動と民主党など中道左派諸政党と
の連立による第２次コンテ政権の成立へと至った。首相であるコン
テ氏の発言、伝統的に親 EU 路線を採用してきた民主党の入閣に示
されたように、同政権は明確に EU との関係改善を目指した。実際、
政権発足後、難民対策では EU や関係諸国とあらたな合意締結に成
功し、経済政策でも財政規律維持方針を尊重した予算案を採用する
など、矢継ぎ早に成果を挙げている。  
ただし、このような路線が、親 EU 路線として順調に推移するか、

EU との関係改善をもたらすかは余談を許さないだろう。第１に、
サルヴィーニの同盟は政権離脱後も第１党として高い支持を維持
し、重要な地方選挙で連戦連勝を遂げている。対照的に、政権与党
の支持は弱含みである。他の中道右派政党の伸長も合わせると、近
日中に解散総選挙が行われれば、サルヴィーニを首相とする中道右
派連合政権が成立する可能性が増加している。  
第２に、関連して中道右派勢力内では穏健派に比べて EU 批判的

な同盟・イタリアの同胞など急進派の勢力が増加している。従前の
中道右派政権であるベルルスコーニ政権時代と比較しても、同連合
の路線は、EU との摩擦を抱えたものになるだろう。  
第３に、総選挙リスクに関するこのような見通しは、仮に現行政

権が継続するにしても、EU との関係改善を大胆に行うのを躊躇さ
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せうるだろう。1990 年代～2000 年代の中道左派政権と異なり、EU
との親密な関係は国内政治上有効な政治資源になっていない。５つ
星同盟内部には反 EU 勢力が厳然と存在するため、情勢次第では分
裂、政権崩壊、総選挙となる恐れも上昇する。  
第４に、難民の EU 加盟国間再配分、イタリアの経済停滞などの

社会経済構造的問題そのものは具体的な解決に向かっているわけ
ではない。EU との対立、EU への批判に繋がりうる構造的問題は、
なお持続している。  
現在のイタリアでは、短期的な親 EU 路線の復活は、中期的な反

EU 世論上昇と摩擦を抱えて進まざるを得ないといえよう。  
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英国 EU 離脱問題と EU 改革の将来像  
 

福田耕治（早稲田大学教授）      
 

リーマンショック以降、ユーロ危機、ウクライナ危機、移民・難
民危機、テロの脅威があった。こうした複合的危機下にある EU に
おいて、英国の EU 離脱問題が EU 統合をさらに深刻化させ、新た
な危機を招いた。2016 年以降、欧州懐疑主義、ポピュリズム政党
が躍進・台頭し、反 EU を叫ぶ勢力が一層危機に拍車をかけている。
Brexit を引き起こした原因はいったい何であるのか。Brexit や度重
なる危機の教訓から、EU は何を学んだのであろうか。本報告では、
Brexit が英国に及ぼす影響を踏まえ、欧州委員会 2017 年 3 月『欧
州の将来に関する白書 (５つのシナリオ )』、2017 年 3 月のローマ宣
言「社会的な欧州の実現」、2017 年 11 月「公正な職業と成長のた
めの社会サミット」での「欧州社会権の柱」、2019 年 6 月欧州理事
会で合意された 2019～2024 年の EU 戦略的課題や 2050 年までの
戦略的展望、フォンデアライエン新欧州委員会委員長の政策目標、
EU 改革案などを手掛かりとして、今後の EU の改革の行方と欧州
統合の将来像を探ってみたい。  

EU の改革案は、緊縮財政から、社会保護・福祉削減、失業者や
若年層の未就業者の増大と貧困、社会・経済的格差の拡大につなが
り、欧州懐疑主義、ポピュリズム政党の台頭、反 EU 勢力の増大を
招いたという反省に基づくものであったと推定される。  
「欧州の社会的側面に関する考察」では、以下の 3 点を提案する。 
まず社会的側面の強化は、人の越境移動の自由に絞る。  
マルチスピード (ユーロ圏、非ユーロ圏、シェンゲン圏などグルー

プごとに )で統合を進める。  
EU27 加盟国の社会的側面を強化する。  
また EU 戦略的課題は今後 5 年間の社会政策を打ち出し、以下の

4 点が主な優先課題であるとしている。  
①市民と自由の保護  
②強く活力ある経済基盤の発展  
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③気候中立、グリーン、公平で社会的な欧州の構築  
④国際舞台における欧州の利益と価値の推進  
また新欧州委員会が取り組むべき EU 改革の優先課題として、

フォンデアライエンは、  
①欧州グリーンディール  
②人のためになる経済  
③デジタル時代に適した欧州  
④欧州的生活の保護  
⑤世界の中のより強い欧州  
⑥民主主義の強化  
6 点を挙げているが、その中心は、①グリーン化、②デジタル化、

③社会政策と成長戦略にあると考えられる。  
EU 危機の端緒となったユーロ危機の根本原因は、多様な欧州資

本主義が存在するもとで欧州統合が進められ、ユーロが導入された
ことにあると、多くの論者によって指摘されてきた。ユーロ圏にあ
る巨大な不均衡、非対称的な変動の構造が存在するにもかかわらず、
統一通貨を導入したこと自体に問題の根本原因がある。確かにユー
ロのもとでは為替レートが調整できないという制約があり、国内の
賃金と価格の調整だけでは、不均衡の是正は難しい。財政赤字と政
府債務累積によって金融市場の信頼を失った南欧諸国の政府は、財
政の均衡を目差さない限り、より一層深刻な資本逃避に見舞われ、
雇用も一層深刻化するため、トロイカの命ずる緊縮的財政政策の実
施を余儀なくされた。しかしこれは社会民主主義の存立基盤を破壊
し、それを新自由主義的な経済モデルに移行させ、社会保護、セー
フティーネットの基盤をつぶす結果となった。EU 域内で加盟国間
及び各国内で格差の拡大という状況が広がった。  
英国はユーロには加盟していないにもかかわらず、EU 加盟国内

では最もジニ係数と持続的貧困率が高く、経済的格差が大きい不平
等社会となった。EU 域内労働力の越境移動政策の下で、低所得者
層とくに単純労働者は、労働条件の悪化や負担が増え、深刻化した。
労働条件の「ソーシャル・ダンピング」が生じ所得格差が一層拡大
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し、雇用も不安定化し、貧困化する中で人々の不満が増大していっ
た。ソルボンヌ大のアマーブルが『5 つの資本主義』で指摘するよ
うに、多様な資本主義が併存する欧州諸国で国内ごとに異なる生産
システム、労使関係、社会制度において社会的・政治的妥協が行わ
れるが、EU ではテクノクラートとビジネスエリートの連合が形成
され、単一市場の形成、金融と通貨の統合が進められ、労働者など
一般の人々が決定に参画できないネオリベラリズム路線がとられ
た。つまり賃金労働者を犠牲に、不安定な非正規雇用が拡大し、労
働条件と賃金の「下への競争」が生じ、企業の競争力を強化する観
点から雇用の柔軟化、社会保護の削減へと動き、他方で法人税の減
税、間接税の増税といった庶民にとっては非常に不愉快な政策を続
けることになった。  
それゆえユーロ改革は、フランスの経済学者のＪ .マジエが主張

するような、ユーロから調整可能な複数通貨制へ移行することも検
討されている。しかし社会保障制度は各国別に独自性があり、財政
移転や調整可能な複数通貨制度はかなり難しい面も少なくない。
EU 統合によって利益を得る層とそこから排除され、よりフレキシ
ブルな調整に追いやられる社会層との分断が進んでしまった。フォ
ンデアライエン新委員長が目指す EU 改革も、グリーン・ニュー
ディールとデジタル化に加えて「社会的ヨーロッパ」、EU 社会政策
の強化を志向する。社会保護制度の加盟国間での調整、最低賃金や
社会的基準の制度設計が分配をめぐる対立を顕在化させるもので
あり、雇用・労働政策が密接に関連することから、現段階での改革
は大きな困難に直面するであろう。社会保護の対象となる単純労働
者、非正規労働者、低所得者貧困層にとっては欧州統合プロジェク
トに共に参画しているという意識がもてないのも当然と考えられ
る。これらが今後の EU 改革の中心的な課題となろう。  
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２．当日の議論（速記録）  
 

高畑洋平（司会）  皆様、そ
れでは、定刻になりましたので、
第２回「欧州政策パネル」を始
めたいと思います。グローバ
ル・フォーラムの高畑です。皆
様、本日はお忙しいところ、第
２回欧州政策パネルにお越し
いただきまして、誠にありがと
うございます。  
 前回、７月 24 日の第１回目
「欧州政策パネル」にご参加い
ただいた方はご承知かと思い
ますが、私ども、グローバル・
フォーラムは、本年７月にこの
パネルを立ち上げまして、本日
がその第２回目になります。本
日、ご参加いただいている顔触
れを見ますと、前回ご参加いた
だいた方も多数見受けられま
す。どうもありがとうございま
す。前回ご参加された方は多分
お気づきかと思いますけれど
も、今回のパネルは、前回と２
つ違いがあります。1 つ目は、
前回から会場がかなり大きく
なりました。２つ目は、このパ
ネルのコアメンバーに、新たに

名古屋大学の中村先生をお迎
えすることになりました。これ
もひとえに皆様のご協力のお
かげだと思っております。御礼
申し上げます。  
 さて、それでは、まず、開会
にあたり、当フォーラムの執行
世話人の渡辺からご挨拶申し
上げたいと思います。  
渡 辺 繭 （ GFJ 執 行 世 話 人 ）   
皆様、こんばんは。グローバ
ル・フォーラム執行世話人の渡
辺繭でございます。本日、第２
回「欧州政策パネル」を開催す
ることができ、大変うれしく存
じております。  

 グローバル・フォーラムは、
1982 年に創立されました民
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間・非営利・超党派・独立の国
際交流団体でございます。世界
のさまざまな国や地域との間
で国際対話を実施しておりま
して、常に国際社会の最新のト
レンドを探りながら、日本のあ
るべき国際的な対応を考えて
まいりました。こうした活動の
延長として、今年、当フォーラ
ムは、現在その動向が国際的に
注目をされている欧州に光を
当てて、現地の最新かつ正確な
情報を収集・分析して、その成
果を発信する機会としてこの
「欧州政策パネル」を始動した
ところでございます。  
 本日の「欧州政策パネル」に
は、パネリストとして、渡邊啓
貴グローバル・フォーラム有識
者世話人で帝京大学教授、伊藤
さゆり先生、ニッセイ基礎研究
所研究理事、中村登志哉先生、
名古屋大学大学院教授、田中素
香先生、東北大学名誉教授、伊
藤武先生、東京大学教授、福田
耕治先生、早稲田大学教授、そ
して飯村豊先生、元駐フランス
大使、の皆様に登壇をいただい
ております。皆様、日本を代表

する欧州の政治・経済の専門家
でございます。ようこそおいで
くださいました。そして、ご協
力に改めて感謝申し上げます。 
 さて、本日は、「混沌の『イ
ギリス EU 離脱問題』：ベルリ
ンの壁崩壊 30 年後の欧州の未
来図」を総合テーマとして掲げ
ております。  
 ブレグジットとベルリンの
壁崩壊から 30 年、この２つの
事柄は、一見異なる次元の話に
も思えるわけですが、いずれも
今日の欧州を考える上での大
きな主題と言えます。  
 2016 年の国民投票以来、国
論が二分されて、迷走状態にあ
るイギリス政治でございます
が、来る 12 月 12 日には総選挙
を実施され、EU 離脱問題は再
びイギリス国民の審判に委ね
られることとなっております。
言うまでもなく、その帰趨は、
英国のみならず EU 全体の将来
に少なからず影響を及ぼすこ
ととなります。  
 他方で、今年はベルリンの壁
崩壊から 30 年の節目の年に当
たります。東西ドイツの再統一
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は、その後の欧州統合の進化と
拡大への大きな弾みとなりま
したが、それから 30 年が経過
した現在、EU には一つの欧州、
その理想とは裏腹に、根強い東
西格差を初め、加盟国同士の格
差、そして各国内部に生じたさ
まざまな亀裂などが顕著に見
られます。EU は、複合的かつ
本質的な試練に直面している
と言えます。  
 ところで、私、今年の９月に
欧州各国を歴訪しまして、現地
の政府関係者や有力シンクタ
ンクの理事長などと意見交換
をしてまいりました。イギリス、
フランス、ドイツ、ベルギー、
オーストリアなどを回りまし
たが、どの国でも、足並みがそ
ろわない欧州の現状を嘆くよ
うな声が聞かれました。そこで
私は、欧州の有識者の皆様に次
のような話をしました。「冷戦
期、いわゆる西側世界をリード
していたのは、日米欧の三極
だった。しかし、冷戦が終わり、
グローバリゼーションが進み、
世界はリベラル・デモクラシー
で真っ平らになるかの印象も

与えたけれど、実際には中国や
ロシアといった新興国が台頭
し、民主主義や市場経済といっ
た諸制度が再び挑戦を受ける
ようになった。ベルリンの壁崩
壊から 30 年たった現在、歴史
は一巡して、再び日米欧の結束
が物を言う時代になりつつあ
る。そうした中で、米国が迷走
している分、日欧の協力はこれ
まで以上に大事なんだ。ベルリ
ンの壁崩壊から 30 年という節
目は、欧州のみならず、国際社
会全体にとって大きな意味を
持つ。欧州には世界を見続けて
ほしい」、このように話をした
わけでございます。それは私か
ら欧州への強い期待でしたが、
皆様、好意的に受けとめてくれ
たようです。  
 というわけで、現在、さまざ
まな試練に立つ欧州でござい
ますが、本日は、我が国最高レ
ベルの欧州の専門家の皆様に、
ブレグジット後のイギリス、そ
して EU の今後、また、欧州統
合プロセスの展望と課題など
について縦横に御議論いただ
きたいと考えており、私自身も
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大変楽しみにしております。  
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だきます。ご清聴ありがとうご
ざいました。（拍手）  
高畑洋平（司会）  ありがと
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 重要なことをお伝えし忘れ
ておりました。前回同様、今回
も時間厳守で進めたいと思い
ます。渡邊先生の基調講演から
終了１分前に事務局よりベル
を鳴らさせていただきますの
で、１回鳴りましたらお話をお
まとめくだされば幸いです。  
 それでは、続きまして、本パ
ネルの顔といいますか、発起人
といいますか、このパネルを私
どもの一緒に立ち上げました、
渡邊先生に基調講演をお願い
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の将来像を含め、混沌とする欧
州をわかりやすく解説いただ
けるのではないかと、私も楽し
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渡邊啓貴（GFJ 有識者世話人）  
皆さん、こんにちは。今日はお
忙しい中お集まりいただきま

して、ありがとうございます。
時間を厳守するようにと司会
からございました。特に私を
ターゲットにおっしゃられた
言葉だと思います。何とか時間
厳守でお話ししたいと思いま
すけれども、実は、今日の会合
に際してですけれども、10 月
31 日がブレグジットだという
ことで、何とか 11 月中に会合
第２回目を開きたいというふ
うに関係者とお話ししていま
した。ところが、10 月 31 日で
終わらないということになり
まして、今日はもう中止をしよ
うかという話まで出ておりま
した。ただ、さはさりながら、
関心もおありでしょうからと
いうことで、１月 31 日とはな
りましたけれども、それはそれ
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として改めて考えるとして、と
り あ え ず 予 定 ど お り や り ま
しょうよ、ということになりま
した。予測に反してといいます
か、前回以上に規模が大きく
なったということで、私ども、
心から喜んでおります。15 分
ほどおつき合い願えればと思
います。  
 ブレグジットあるいはイギ
リスの立場、そういう意味で、
最初はもう少しブレグジット
にフォーカスしたパネルに今
回しようと思っていたんです
けれども、少し広げて、副題に
「ベルリンの壁崩壊 30 年後の
欧州の未来図とは」ということ
で、少し幅を広げて、イギリス
の方、国際経済の方は、ブレグ
ジットに偏った議論になる、
フォーカスした議論になるか
と思いますけれども、その他の
方々は必ずしもブレグジット
だけの話ではなくて、各国事情
も動いておりますので、そうし
た関連の中で広くいろんなお
話ができればと今回は考えて、
そういう副題をおつけしまし
た。ご了承いただければと思い

ます。  
 冷戦崩壊後 30 年たって、そ
うした中でブレグジットの議
論が起こっていると。これは違
うといえば違うんですけれど
も、人間のやっていることです
から、どこかに連続性はあるは
ずだと。関連はあるのではない
かというふうなお話を今日さ
せていただきたいと思います。 
 その点でもう一つ、少しヨー
ロッパの統合の進化といいま
すか、冷戦後のヨーロッパの発
展について少しメンションし
たいと思います。  
 それは、日本では冷戦後の話
というのが多々、アメリカとの
関係あるいはアメリカとの政
策、対日あるいは対アジア政策、
対中政策で語られることが多
くて、ほんとうの意味でグロー
バルに世界を見てみると、実は
米欧の関係の中でアジア太平
洋も大きく影響を受けたりし
ているのではないかという問
題提起をここにさせていただ
きたいと思うからです。  
 さて、冷戦が終わりましたの
は 1989年 12月ということに一
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応いたしますと、そのころの
ヨーロッパ、どういう状況で
あったかということを３つご
指摘したいと思います。  
 １つは、改めて申し上げるま
でもなく、1985 年の域内市場
統合、ドロール委員長のもとで
始まった、その目標が 1992 年
の終わりでございました。まさ
にこの 1989 年というのはその
域内市場統合の真っ最中、しか
も、85 年当初のペシミスティッ
クな観測もあった中で、88 年、
89 年ぐらいになると、結構う
まくいっているねというふう
な風潮になった頃でございま
す。ご承知のように、92 年の
終わりに大成功というふうに
なるわけでございます。それか
ら、1988 年、これ、ドロール
委員会が報告書を出した年で
ございますね。ドロール委員会
というのは、ドロール委員長が
中心となってユーロ導入のた
めの委員会をつくったときで
す。つまり、1988 年に、その
後、1999 年、2002 年に共通通
貨が導入されますけれども、そ
のシナリオ、これは 1970 年代

から考えると長い歴史がござ
いますが、最終的なシナリオを
発表したのが 1988 年でござい
ます。市場統合、それから通貨
統合、1989 年というのはその
真っ最中でございます。  
 もう一つ、あまり指摘されま
せんけれども、1988 年は、ド
イツとフランスがかつて 1963
年に独仏条約と、蜜月といいま
すか、独仏が仲よくやっていこ
うねというのを 1963 年にド
ゴールとアデナウアーという
西ドイツの当時の首相が約束
をしまして、それから 25 年
たった。青年交流以外はあまり
うまくいってないねという反
省のもとに、1988 年に独仏合
同旅団、旅団ですから、平たく
言えば軍事協力・防衛協力、独
仏合同旅団をつくろうねと約
束をした頃であります。 1988
年ですから、冷戦はまだ終わっ
ておりません。改めて言うまで
もなく、 1985 年からゴルバ
チョフ政権が誕生して、冷戦が
終わるとはまだほとんどの人
が思っていないけれども、状況
がかなり変わってきて、東西の
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状況は変わってきているねと
いうふうな状況は多くの人が
次第に認識していた頃であり
ます。なぜこういうことを申し
上げるかというと、私、この
1980 年代の後半に向こうの大
学院で博士課程の学生として
留学しておりまして、目の当た
りにそのあたりの状況を見て
いて、賛否両論あったんですけ
れども、日に日に欧州統合への
期待が高まっていくという状
況を実感として得たからであ
ります。  
 すなわち、何が申し上げたい
かというと、これは言葉合わせ
にもなりますけれども、冷戦終
結に至るプロセスとこの欧州
統合の再編というのは時期と
して重複していたということ
を申し上げたいからでござい
ます。あるいは、独仏合同旅団、
ドイツとフランスが協力して
欧州の安全保障に貢献しなく
てはいけないねという話をし
たのはまさにこの時期でござ
いますので、ある意味では、そ
ういった緊張が緩和する中で、
はっきりと断定できる人は誰

もいなかったと思いますけれ
ども、時代の雰囲気がそういう
ふうになってきていたのでは
ないかと思います。  
 89 年に冷戦が終わったとい
うことになりましたけれども、
みんな半信半疑である。ただ、
ヨーロッパは、1970 年代の緊
張緩和の時期から経済的には
東西交流が進んできています
ので、それを後戻りする気は東
西両方のヨーロッパにもない
わけです。それが西ヨーロッパ
を中心とした EC の統合、欧州
統合に拍車をかけることにな
るんですが、安全保障の面で、
冷戦が終わったら NATO は要
らないのという議論が起こり
ました。冷戦が終わったから、
集団防衛機構として敵がいな
くなっちゃったんですから、
NATO はいらない。理屈の上で
はそうでございます。当時、私、
90 年代の前半というのはわり
とブリュッセルによく行って
おりまして、NATO の本部にも
行っておりました。NATO の本
部で働く人にとっては、NATO
がなくなるというのは死活問
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題、生活がかかってございます。
ゴルバチョフとブッシュの間
の約束はいいんだけど、自分た
ちの生活がかかっていますか
ら、なくなってほしくないとい
うのはひしひしと庶民の感覚
で聞きました。  
 何を申し上げたいかという
と、NATO は要らないのか。そ
れで、ドイツとフランス、当時、
ミッテランとコールですけれ
ども、1990 年、NATO の首脳
会議で、どうもブッシュ大統領、
あらわれても居心地がよくな
いと。今までアメリカさん、ア
メリカさんと言っていたのが、
何かアメリカ邪魔者扱いにし
ているよ、誰のおかげで冷戦を
乗り切ったんだというふうに
ブッシュ大統領は顔真っ赤に
して激怒したというふうなま
ことしやかなエピソードが流
れております。  
 しかし、さはさりながら、湾
岸戦争、旧ユーゴ紛争という中
で、軍事力は必要だねというこ
とになります。ただし、これは
一つ大きなポイント、細かいこ
とは今日お話しする時間はあ

りませんからお話ししません
けど、軍事力・防衛力は必要だ
ね、しかし、それは核兵器では
ないはずだと。コソボの問題で
も見るとわかりますように、何
百人の軍隊が、そして戦車の何
台でも行けばおさまるような
事態も結構多い。すなわち、こ
れが強度の低い低レベルの軍
隊の、ただし、早く駆けつけて
消防隊のように火を消さなけ
ればいけない、緊急展開部隊と
いうものが冷戦後の大きな課
題になります。規模は大きくな
る必要はない。この話というの
は、いずれアジアにも来ると私
は当時思いました。これが 96
年、クリントンが来て、沖縄の
普天間の問題にかかわってく
ると思います。大きな基地は要
らない。500 人の海兵隊が駆け
つけられるような、そういう設
備が欲しい。ヨーロッパは 30
万人、当時アメリカの軍隊がい
ました。数年で 10 万人に減ら
しました。返す刀で、アジア太
平洋にアメリカ軍は冷戦時代
30 万人展開している。これを
10 万人にするとアメリカは明
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言しました。  
 このような形で、冷戦後の安
全保障の話が別な形で出てき
ます。先ほど申し上げました独
仏合同旅団、ドイツとフランス
が一緒になった旅団ですから、
当時、最初 3,000 人規模でいい
というふうな話から始まるわ
けです。それは今日の欧州共通
防衛政策という形で続いてい
くわけでございます。  
 冷戦の終焉とその後の展開
の中に、欧州統合の進化という
のはしっかりと反映されてい
る、重なっていたということを
一つご指摘したいわけです。そ
んなにうまくいっているわけ
ではなくて、ある意味で偶然の
要素も多いとは思いますけれ
ども、しかし、冷戦の終結の中
に、この欧州統合の発展という
の が 大 き な ド ラ イ ビ ン グ
フォースの一つとして重なっ
ていたと。意味はあったのでは
ないかと思います。  
 ただ、冷戦後の発展は単純で
はなくて、その後アメリカも上
がったり下がったりします。幸
いなるかな、90 年代に入りま

して、クリントン時代の IT 革
命、それから、失敗はしますけ
れども、最終的に、旧ユーゴス
ラビア紛争、ボスニア紛争でデ
イトン合意という形でアメリ
カは形をつくることができた。
そこで、90 年代後半、アメリ
カは息を吹き返しますが、その
中で今度問題となったのは、
G・W ブッシュが、それじゃ一
極主義でやれるじゃないかと
いう話になったわけです。これ
はイラク戦争の中で一極主義
は無理だねということになっ
てきて、その後のクリントンの
オフショア政策、中途半端なコ
ミットの仕方ですね、様子を見
て介入しようじゃないかとい
うような戦略が前面に出てく
るわけです。そして、それじゃ
だめだろうというアメリカン
スピリットと申しますか、アメ
リカの責任感と申しますか、あ
るいはアメリカの世界への責
任感であると同時に、アメリカ
的な精神ですね、それから、単
純にそうは言えないかもしれ
ませんけれども、今のトランプ
政権の形になって一国中心主



39Ⅱ．議　論

 

言しました。  
 このような形で、冷戦後の安
全保障の話が別な形で出てき
ます。先ほど申し上げました独
仏合同旅団、ドイツとフランス
が一緒になった旅団ですから、
当時、最初 3,000 人規模でいい
というふうな話から始まるわ
けです。それは今日の欧州共通
防衛政策という形で続いてい
くわけでございます。  
 冷戦の終焉とその後の展開
の中に、欧州統合の進化という
のはしっかりと反映されてい
る、重なっていたということを
一つご指摘したいわけです。そ
んなにうまくいっているわけ
ではなくて、ある意味で偶然の
要素も多いとは思いますけれ
ども、しかし、冷戦の終結の中
に、この欧州統合の発展という
の が 大 き な ド ラ イ ビ ン グ
フォースの一つとして重なっ
ていたと。意味はあったのでは
ないかと思います。  
 ただ、冷戦後の発展は単純で
はなくて、その後アメリカも上
がったり下がったりします。幸
いなるかな、90 年代に入りま

して、クリントン時代の IT 革
命、それから、失敗はしますけ
れども、最終的に、旧ユーゴス
ラビア紛争、ボスニア紛争でデ
イトン合意という形でアメリ
カは形をつくることができた。
そこで、90 年代後半、アメリ
カは息を吹き返しますが、その
中で今度問題となったのは、
G・W ブッシュが、それじゃ一
極主義でやれるじゃないかと
いう話になったわけです。これ
はイラク戦争の中で一極主義
は無理だねということになっ
てきて、その後のクリントンの
オフショア政策、中途半端なコ
ミットの仕方ですね、様子を見
て介入しようじゃないかとい
うような戦略が前面に出てく
るわけです。そして、それじゃ
だめだろうというアメリカン
スピリットと申しますか、アメ
リカの責任感と申しますか、あ
るいはアメリカの世界への責
任感であると同時に、アメリカ
的な精神ですね、それから、単
純にそうは言えないかもしれ
ませんけれども、今のトランプ
政権の形になって一国中心主

 

義という、アメリカ単独主義と
いうことになっていきます。  
 こういったことを一つ世界
構造の中で見ると、この中で、
2000 年代に入って中ロの発展
ということになりますので、多
極化構造というのが今日の世
界の構造だというふうに、ヨー
ロッパを中心と見ると見えて
きます。そして、グローバル・
フォーラムの姉妹団体である、
日本国際フォーラムでも、一つ
の研究プロジェクトでありま
すけれども、ユーラシアは、ロ
シア圏、中国圏、ヨーロッパ圏、
そしてその外であるアメリカ
というような、幾つかの勢力圏
に分けた世界の分布、構図を見
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な紛争で問題になっているの
が、それらの勢力圏のはざまに
ある、あるいは勢力圏同士の間
での大きな民族主義等を含む
確執であろうかと思います。  
 そういった中に日本外交を
考えるとき、そしてまたヨー
ロッパ外交を考えるときに、ど
ういうふうにそういったはざ
まの部分にコミットしていく

のか、入っていくのかというこ
とになろうかと思います。  
 最後に、簡単にブレグジット
に関して言えば、これはもう後
に出てくるので、簡単に一言で
済ませますと、１つ、３年半と
いうときが、こういった冷戦の
進行の中、多極化の進行の中で、
2016 年から見ますと３年半と
いう時の流れというのは私た
ちに安定感を与えていると思
います。全面的なイギリスの離
脱で世界はどうなるんだ、ヨー
ロッパはどうなるんだという
議論から、極端な誇張ですけれ
ども、イギリスが離脱して、部
分的にどこが困るんだ、困る部
分はどこなんだろうという議
論に次第に変わってきている
のではないかと思います。そう
いう意味では、ジョンソンは
「合意なき離脱も辞さない」と
いうことは言っておりますけ
れども、実際は合意ある離脱に
積極的に動いていると言うこ
とができようかと思います。  
 そうした中で、最後に一言、
ヨーロッパのイニシアチブ、イ
ギリスが離脱しても、変わると
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ころはどこなのかというよう
な 議 論 に な り ま す 。 か つ て
1966 年にフランスが NATO か
ら離脱しました。軍事機構から
離脱しました。西側の防衛どう
なるんだろうと大騒ぎしまし
たけれども、ドゴールは２年ぐ
らいかけて少しずつ軍隊を引
き揚げていきました。フランス
が離脱しても事態はほとんど
変わらなかったというような
ことがございまして、そういっ
たことを私も感じておりまし
たが、最近、フランス人の中に
もそういうことを言ったりす
るような人がございます。  
 さはさりながら、NATO をど
うヨーロッパは使っていくか。
アメリカ、少し頼りないねとい
うことになっているのが現状
でありまして、それが先般のマ
クロンの「NATO 脳死状態」と
いう発言につながるわけです
けれども、これはタイミングと
して、12 月の NATO の首脳会
議を控えての発言だという考
え方ももちろんできるわけで、
ほんとうにあの人がそう思っ
ているとは思えませんが、そう

いう意味では、多極化の中の
ヨーロッパ、戦略的自立をどう
うまくやっていくかというこ
とが、対米関係、世界の構図の
中であろうかと思います。  
 問題提起も兼ねて、私の感想
も含めまして全体像を、うまく
まとまっているかどうかわか
りませんけれども、問題提起と
いう形でさせていただきまし
た。  
ご清聴どうもありがとうご

ざいました。（拍手）  
高畑洋平（司会）  渡邊先生、
どうもありがとうございまし
た。冷戦後 30 年の流れを 15
分でまとめろというのが無茶
なお願いにも関わらず、たくさ
んの問題提起をいただきあり
がとうございます。幾つか、先
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生から問題提起がございまし
た。なぜブレグジットが３年半
も決着がつかないのか、欧州は
どこに向かうのか、「NATO 脳
死発言」、そして日本として、
いわゆる「狭間の地域」をどの
ように考えていけばいいので
しょうか。さて、ここからは、
渡邊先生から提示された様々
な問題に、いろいろな角度から
迫っていきたいと思います。ド
イツ、イギリス、イタリア、フ
ランスなどをご専門とする各
ヨーロッパの専門家をお招き
しまして、パネルディスカッ
ションを行いたいと思います。
議長を渡邊先生にお願いして
おりますので、ここから突っ込
んだ議論を行っていただきた
いと思います。それではよろし
くお願いします。  
渡邊啓貴（議長）  どうもあ
りがとうございます。  
 これからは、必ずしも基調報
告の提題を踏まえる必要もご
ざいませんけれども、特にホッ
トな話題の担当の方もいらっ
しゃるものですから、それじゃ、
伊藤先生からお願いしたいと

思います。  
伊藤さゆり（ニッセイ基礎研究
所研究理事）  ニッセイ基礎
研究所の伊藤でございます。私
からは、トップバッターでお話
しさせていただく機会を得た
こともございますので、メーン
のテーマである「混沌のイギリ
スの EU 離脱」について、総選
挙に向けた情勢と、その結果に
よってこのブレグジットの進
路がどう変わるのか、変わらな
いのかといったお話を申し上
げたいと思います。  

 まず、直近の情勢という意味
では、世論調査の確認が不可欠
だと思います。こちら、平均的
な数字をとったものというこ
とになるんですが、足元も、
ジョンソン首相、大きな失点な
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くということでございまして、
支持率は４割を超えていると
いうことです。労働党をおよそ
10％強リードしているという
ことでございますので、経験則
的に申し上げれば、過半数確保
の勢いになっているというこ
とでございます。ということで
あれば、ブレグジットの進路自
体は、ジョンソン首相の合意に
基づく１月末の離脱と。マニ
フェストでは、現状維持の移行
期間というのに離脱後入るん
ですが、これは 20 年末で終わ
り、予定どおり終わりというの
が方針ということになってく
るわけです。  
 ちなみに、労働党、それから
自由民主党は、労働党は中立的
ながらも、３カ月間で EU との
新しい合意をまとめた上で国
民投票の機会を与えましょう
ということを言っていると。自
由民主党、それからその他の野
党については、原則として離脱
撤回を支持するという立場で
すが、野党の幅広い共闘という
形にはならず、それをまた保守
党を利しているという部分も

あるのではないかと思ってお
ります。  
 実際、メイ首相の場合は、３
回、離脱協定チャレンジいたし
まして、期限どおりの離脱に失
敗したということでございま
した。その後、保守党の支持率
は 急 落 す る と い う 経 緯 を た
どったんですが、ジョンソン首
相の場合はなぜそうならない
のか。これは、戦い続ける姿勢
をとにかく見せたということ
は大きかったのではないかと。
EU から新しい情報を曲がりな
りにも引き出したということ
がありました。それが 10 月の
終わりには大枠承認というこ
とで議会を通ったということ
ではございました。結局、最終
的に、こちらに示させていただ
いているイギリス議会の投票
結果を見ますと、何で 10 月 31
日に離脱できなかったのか。そ
れは、野党の議員と、それから
造 反 し た 穏 健 派 の 議 員 が 裏
切って差しとめたからなんだ
という構図を、ある意味、ジョ
ンソン首相はつくり上げこと
ができたことが、今の優勢の背
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景にあるんだろうと思ってお
ります。この背景には、ある意
味、３年半にわたってこの問題
が持ち越されてきたことに対
する離脱疲れというのも大き
く影響しているのではないか
と思っております。  
 この先２週間で形勢の逆転
はあるのか、ないのかというこ
とですが、前回 17 年の選挙の
ときには、マニフェストに大き
な焦点が当たった。離脱戦略よ
りもマニフェストに大きなス
ポットが当たって、結局、労働
党の猛追を許したということ
になりました。今回は、保守党
のマニフェストというのは非
常に穏健にまとまったという
ことだと思います。まずは、離
脱を実行するということを前
面に打ち出したということで
す。さらに、内政面では、国民
の関心の高い NHS（国家医療
サービス）、それから教育、さ
らに治安対策ですね、この部分
を強調したというのが一つポ
イントだと思います。  
 一方で、労働党から議席を奪
うということをやらなければ

いけないので、「企業寄り」と
いう批判を許さないという目
的だと思うんですが、予定され
ていた法人減税については撤
回をするということをやって
おります。プラスアルファで激
しく、労働党のコービン党首率
いる労働党の離脱戦略、プラス
アルファでこちらにお示しし
ておりますマニフェストの内
容についても攻撃をしている
というところも特徴です。項目
自体は労働党も保守党も同じ
ようなものですが、規模感にお
いてはかなり労働党のほうが
圧倒しているという感がござ
います。その財源、どこに求め
るのか。大企業、富裕層、それ
から金融業界、石油業界という
ことでございまして、ある意味
では、持てる層から得た財源を、
例えば高速ブロードバンドの
無料開放をやったり、あるいは
教育の生涯にわたる無償化で
あったり、そういったものにつ
ぎ込んでいこうというような
ことでございます。さらに、
コービン党首の持論である民
営化ですね、郵便事業、水道事
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業、こういったものも盛り込ん
でいるということでございま
して、これはエスタブリッシュ
メント、企業界などから見ると、
これはブレグジット以上の悪
夢なんだ、それから市場も大い
に警戒しているということで
はあるんですが、この公約が意
外に響く層があるかもしれな
い。番狂わせがあるとすれば、
ここなのかもしれないと思っ
ております。  
 ちなみに、イギリスでは、こ
のブレグジットをめぐっても、
それから、ここのところ党派色
が強まっていく中にあって、非
常に世代間の分断が深まって
いる。地域間の分断であったり、
階層間の分断といったような
ことがよく取り上げられるわ
けですが、世代間の分断という
のが広がっていることも一つ
ポイントでございます。労働党
の支持というのは実は若い層
で非常に高い。残留を支持して
いる層も若い層で高いという
のはご承知のとおりだと思い
ます。逆に、保守党あるいは離
脱を支持するのは年齢層が高

い人が多いということです。  
 それに関連するエピソード
として１つご紹介したのは、こ
の方、左上に写真がある方、ス
ト ー ム ジ ー さ ん と い う ラ ッ
パー、26 歳の方ですが、この
方は、「ボリス・ジョンソンさ
んは非常に邪悪な人だ」という
ことで酷評しています。自分は
ジェレミー・コービンに入れる
ということを言っている。これ、
ジェレミー・コービン、政府の
援助を最も必要とする人々を
助けようとする、権力のある人
なんだということで推してい
るということですね。実はこの
方が、ソーシャルメディアで
「とにかく選挙に向けて投票
することが大事だ、有権者登録
をしろ」という呼びかけをやっ
たところ、24 時間以内に、こ
れは有権者登録締め切りギリ
ギリのタイミングだったんで
すけれど、若い人たちの登録が
一気に増えたというようなこ
とがありました。このあたりの
若者の間で今の政治が自分た
ちを無視しているというよう
な思いがどこまで投票行動に
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影響していくのかという、投票
結果に影響していくのかとい
うようなところ、一つ注目した
いと思っております。  
 ともあれ、これ、総選挙の結
果、まず、ジョンソン首相の合
意による離脱ならどうなるの
かということになります。そう
なると、ジョンソン首相が約束
した政治合意に基づく将来の
関係についての協議の段階に
入るということです。こちらに
簡単にまとめさせていただい
ておりますけれど、実は、メイ
首相が引き出したものよりも、
製造業も含めて規制の乖離を
許容するということです。関税
についてはゼロ、それから数量
規制なしということではある
んですけれど、かなり EU との
距離を置くものをまとめてい
こうと。ただ、範囲自体は広い
ということです。この協定を
20 年末まで、移行期間終わる
までにまとめることはかなり
難しいということが１つです
けれど、まとめた後の批准手続、
さらに、企業がこれだけいろい
ろ現状と変わるのであれば対

応していかなければいけない
んですが、これにも間に合うの
かどうかという議論があろう
かと思います。そういう意味で
は、移行期間が終わる 20 年の
末、ここで崖が来るのではない
かというようなことも言われ
るわけですし、企業にとっては
不確実性というのは離脱をし
た後も変わらないということ
かと思われます。  
 その中で非常に気になると
ころは、世界経済のサイクル自
体 も こ の ３ 年 半 よ り も 弱 く
なっている。今、チャートでご
覧いただいているのは、IMF の
世界経済見通し、直近 19 年の
見通しを３％、世界経済全体、
景気後退のギリギリラインぐ
らいまで落ちてきていますよ
というような見通しに変わっ
てきている。今も世界的な先行
きの不透明感ということは変
わらないわけでして、そういう
意味では、EU 離脱の影響とい
うのがこれから先、離脱、将来
関係の協定に入ったところで
ますます出やすくなるし、その
痛みというのは、特に影響を受
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けると言われる工業地帯・農業
地帯に大きく出るのではない
かということです。  
 最後に、労働党ならいいのか
というところについても言及
させていただきたいと思いま
す。実は、３カ月で新しい協定
をまとめる、６カ月で国民投票
をやる、日程的にもかなりタイ
トだというところが一つ問題
はございます。国民投票をやっ
たから必ず離脱を選ぶとは限
らないということも、もう一つ
の論点になろうかと思います。
何よりも、離脱を撤回した場合
ですね、残留が国民投票で選ば
れた場合、おそらく離脱を支持
してきた人たちが抱く違和感
というのは、今、残留派が持っ
ている不満以上大きいという
問題もあろうかと思われます。
そういう意味では、ブレグジッ
トをめぐる不確実性あるいは
分断といったようなものは、こ
れから先も EU の未来図に影を
落とし続けるということが私
の申し上げたいところでござ
います。  
 ご清聴いただきましてあり

がとうございました。（拍手）  
渡邊啓貴（議長）  どうもあ
りがとうございました。10 分
ぴったりだったようでござい
ます。どうもありがとうござい
ました。  
 続けて、中村先生、お願いし
ます。  
中村登志哉（名古屋大学教授）  
改めまして、名古屋大学の中村
と申します。本日は、このよう
な席にお招きをいただきまし
て、大変光栄に存じます。私か
らは、ドイツの視点からお話を
してほしいということでござ
いましたので、私の場合は、本
日はパワーポイントを使わず
に、ここにありますレジュメに
従いまして 10 分ほどお話をさ
せていただこうと考えており
ます。  
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というところについても言及
させていただきたいと思いま
す。実は、３カ月で新しい協定
をまとめる、６カ月で国民投票
をやる、日程的にもかなりタイ
トだというところが一つ問題
はございます。国民投票をやっ
たから必ず離脱を選ぶとは限
らないということも、もう一つ
の論点になろうかと思います。
何よりも、離脱を撤回した場合
ですね、残留が国民投票で選ば
れた場合、おそらく離脱を支持
してきた人たちが抱く違和感
というのは、今、残留派が持っ
ている不満以上大きいという
問題もあろうかと思われます。
そういう意味では、ブレグジッ
トをめぐる不確実性あるいは
分断といったようなものは、こ
れから先も EU の未来図に影を
落とし続けるということが私
の申し上げたいところでござ
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ます。  
中村登志哉（名古屋大学教授）  
改めまして、名古屋大学の中村
と申します。本日は、このよう
な席にお招きをいただきまし
て、大変光栄に存じます。私か
らは、ドイツの視点からお話を
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 当初いただきましたプラン
では、ブレグジット後のドイツ
の姿ということだったんです
けれども、ブレグジット自体が
延びてしまいましたので、ベル
リンの壁崩壊から 30 年という
ことで、欧州の未来図を少しお
話をしてほしいということで
ございました。  
 イギリスが出るということ
になりますと、ドイツの場合、
常にヨーロッパの公共言論空
間で話題になりますのは、ドイ
ツの覇権論ということになっ
てくるだろうと思います。ヨー
ロッパ、これまで EU を率いて
きたのは、フランス、ドイツ、
イギリス、その３大国のうちの
１つのイギリスが抜けるとい
うことでございまして、人口規
模でもフランスとイギリスが
大体 6,000 万から 6,400 万ぐら
い で 、 ド イ ツ の 場 合 が 人 口
8,100 万ぐらいということで、
イギリスが抜けますと名実と
もに政治・経済大国としてのド
イツに焦点が当たると。ドイツ
はどういった形でヨーロッパ
を率いることになっていくの

かということに勢い視点が行
くということになろうかと存
じます。  
 それで、最初に、今年の欧州
議会選挙と、それから EU の新
体制について少し見てみたい
と思うんですけれども、皆様ご
承知のように、欧州議会選挙に
つきましては、主流の中道右派
あるいは中道左派と言われる
グループが議席を減らしまし
て、例えばドイツですと、右派
ポピュリスト政党と言われる
ドイツのための選択肢（AfD）
というのが党勢を拡大いたし
ました。これはドイツに限らず
欧州各国で伸びているわけで
すけれども、欧州議会の議席配
分が若干変わるということで
ございました。ただ、その結果
の中でも、次期欧州委員長とし
て、ドイツの前国防大臣のウル
ズラ・フォン・デア・ライエン
さんという女性の方が初めて
欧州委員長につくということ
になりました。ドイツからの委
員長の就任というのはこの EU
の前身であります EC の初代委
員長のハルシュタインさん以
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来ということでございまして、
ドイツが EU・欧州委員会を率
いる形になったというのは事
実上初めてということでござ
います。そのドイツがヨーロッ
パの顔として出てくることが
果たしてヨーロッパに安定を
もたらすのか、あるいはそうで
はないのかということが、今、
ヨーロッパで盛んに議論をさ
れているということでござい
ます。  
 ２番目に、ドイツが現在直面
している課題について簡単に
お話をさせていただこうと思
うんですけれども、皆様ご承知
のように、ドイツの場合、2017
年の９月に連邦議会、国政選挙
が行われまして、メルケルさん
の与党である CDU・CSU は大
敗を喫しました。連立与党の社
会民主党（SPD）も議席を大幅
に減らしまして、かわって得票
を伸ばしましたのが、先ほどご
紹介をしましたドイツでは右
派ポピュリスト政党と位置づ
けられますけれども、結党から
わ ず か ４ 年 し か た っ て い な
かった AfD が野党第１党の座

を占めるということで、国政の
ありようががらっと変わると
いうことがございました。しか
しながら、メルケルさんの場合、
大連立を何とか維持すること
ができて、過半数から少ししか
増えなかったわけですけれど
も、何とか連立政権を維持する
形で現在に至っているという
ことでございます。  
 ただし、その国政選挙の後も
州議会選挙が相次いで行われ
た わ け で す け れ ど も 、 特 に
2018 年の２州議会選挙では大
敗を喫しまして、その政治的な
責任を明確にするということ
で、メルケルさんは自分が党首
を務めておりましたキリスト
教民主同盟（CDU）の党首を
辞任するということを行って、
その後任にクランプ・カレンバ
ウアーさんという方ですね、現
在は国防大臣を兼務されてお
りますけれども、女性ですが、
この方を事実上の自分の後継
として指名するというふうな
政治的な行動をとりました。  
 その後も州議会選挙が続い
ているわけですけれども、連立
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で、メルケルさんは自分が党首
を務めておりましたキリスト
教民主同盟（CDU）の党首を
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与党の得票が芳しくない状態
が続いておりまして、ずっと右
派のポピュリスト新党である
ドイツのための選択肢（AfD）
の得票が衰えを見せるという
エビデンスは全く出ておりま
せん。現在も勢いが続いている
という状態が続いております。 
 他方で、経済のことについて
はまた後ほど詳しいお話があ
ろうかと思いますけれども、ド
イツ経済も減速をしておりま
して、２期連続のマイナス成長
ではなかったんですが、米中経
済戦争の影響を受けまして減
速が著しくなっております。そ
の中でドイツ政府も財政出動
の可能性について指摘をされ
ているということでございま
す。皆様ご承知のように、ドイ
ツは現在、財政黒字でありまし
て、財政出動についてはメルケ
ル首相は大変慎重な姿勢を崩
しておりません。  
 こういう状況の中で、ご承知
のように、アメリカではトラン
プ大統領が 2017 年に就任をさ
れまして、その後の米独関係と
いうのは極めて険しいものに

なってきているということで
ございます。トランプ大統領と
メルケル首相との間では、非常
にオバマ米大統領のときと違
いまして大変険しい関係に変
わってきております。  
 ３番目のヨーロッパレベル
での課題について少しお話を
させていただきますけれども、
ブレグジットが来年あるとい
うことになりますと、EU を率
いることになるドイツとフラ
ンス、この両国の影響力が、純
粋に考えますと 28 から 27 に減
りますので、拡大をするという
ことになるわけですけれども、
このドイツとフランスの両国
との関係につきまして若干変
化する兆しを見せております。 
 １つは、EU の財政面ですけ
れども、ユーロ圏の予算をめぐ
る両国の立場に相違がござい
まして、ご承知のように、フラ
ンスのマクロン大統領は大変
積極的な予算を編成すること
について方針を明確にしてお
りますし、ドイツについては
ユーロ圏予算そのものについ
て大変慎重だったわけですけ



50

 

れども、難民問題への協力を取
りつけるというせっぱ詰まっ
た事情もございまして、ユーロ
圏予算の編成そのものについ
てはメルケル首相も同意をし
たわけですが、非常に小規模な
予算でやっていきたいという
姿勢が明確でございまして、こ
れのドイツとフランスとの合
意をどこに見出していくのか
という大きな問題が、今、現実
の問題としてあるということ
でございます。  
 それから第２点目としまし
て、先ほども渡邊先生からも出
ましたけれども、防衛費の問題
をめぐる問題でございます。ア
メリカのトランプ大統領は、ド
イツに対して軍事予算を大幅
に拡大してくださいと。少なく
とも２％確保してくださいと
いうことを言っているわけで
すけれども、現状、ドイツが
使っている予算の枠というの
は 1.2％でございまして、なか
なかすぐに実現できるような
ものではございません。その意
味でアメリカとドイツとの関
係は大変険しいものになって

いるわけですけれども、最近の
動きを見ますと、ドイツ政府が
アメリカ政府に歩み寄って、防
衛費の増額について努力をす
るという姿勢を明確にしてお
ります。  
 最後に４点目としまして、ま
とめを一言お話しさせていた
だきたいんですけれども、リー
ダーが３国から２国になると
いうことは、ただ１つ減るだけ
ということではございません
で、構図が変わってまいります。
この構図になりますと、当然、
冒頭にも申し上げましたよう
に、ドイツのリーダーシップが
期待される反面で、他方でドイ
ツの覇権に対する警戒感とい
うのが、欧州の場合、必ず出て
まいります。これはナチスの歴
史を持ち出すまでもありませ
んけれども、そういったことに
対してドイツはどのように対
応していくのかということが
問われるわけですが、ドイツと
いうのは、いろんなヨーロッパ
の学会等でも言われているこ
とですけれども、リラクタン
ト・ヘゲモンとか言われており
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ますが、あるいはセミセゲモ
ニー（準覇権国）とか言われて
おりますけれども、非常にその
ことについて警戒的な議論が
出がちでございます。これにつ
いてどういうふうなリーダー
シップをフォンデアライエン
さんが打ち出してくるのかと
いうのが一つの焦点だろうと
思います。  
 鳴ってしまいましたので、一
言だけ。それで、結果としてド
イツが欧州に安定をもたらす
のかどうかというのは、この
近々の一、二年の間に一定程度
の方向性が出てくるのではな
いかと個人的に考えておりま
す。鍵になるんだろうと思いま
す。  
 以上でございます。ご清聴あ
りがとうございました。（拍手） 
渡邊啓貴（議長）  ありがと
うございました。  
 次は田中先生ですね。  
田中素香（東北大学名誉教授）  
どういう形でまとめていいの
かとわからなくて、今のような
形になってしまっているんで
すが、まず、イギリスの離脱に

ついては、もう伊藤さんがおっ
しゃったとおりだと思うんで
すけど、イギリスの離脱の場合
には格差問題というのが１つ
と、あるいは福祉問題と言って
もいいかもしれませんね。それ
と離脱の問題で、だから２つ絡
み合っていまして、メイさんの
場合は福祉政策で失敗しまし
たね。キャメロン政権の財政切

り詰めをそのまま持続しよう
として、労働党に足元をすくわ
れて、労働右党が 60 議席です
かね、伸びる形になりました。
2017 年の６月ですね。今回す
ごくジョンソンはそのことを
念頭に置いて政策を進めてい
ます。マニフェストもそうです
ね。だから、多分、17 年には
差は急激に、１週間ぐらい前か
らがーっと縮まったんですけ
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ど、今回はそうならないだろう
と思っております。  
 それで、１つは、１国２制度
ということになります。北アイ
ルランドが別の制度になりま
すので。でも、これはハード
ボーダーをつくらないために
はやむを得ない措置で、190 万
人ですよね、北アイルランドの
人口は。少し我慢してもらおう
という形かと思います。  
 あと、公正な競争条件という
ことで、EU 側が警戒している
のは、イギリスが多少落ち込ん
だときにタックスヘイブンと
いいますかね、イギリスのアイ
ルランド化というんですかね、
そういう形になることをすご
く警戒していまして、LPF とい
うか、レベル・プレイング・
フィールドの条件を決めてい
る、租税についても今の水準を
維 持 す る と か と い う ふ う に
なっているんですけど、その間
は、この間の将来協定がどうま
とまるのかですね。2020 年の
末までにまとまるのかという
ことですよね。延ばそうとする
と、来年の７月１日前に EU に

申し入れして、そうすると 22
年の末まで延びるんですよね、
移行期間が。これはメイさんの
協定ですけど、そういうことも
含まれるんじゃないかな。来年
の末までにほんとうにまとま
るのかということについては
疑問を持っています。  
 それから、イギリスは離脱す
れば、離脱問題はすっきりする
んですけど、ますます混乱とい
う面もあるだろうと。これは次
のこれですかね。これはフィナ
ンシャルタイムズが 2017 年の
５月 21 日につくったものです
けど、WTO ステータス、つま
りノーディールでイギリスが
出た場合、今まで EU は、イギ
リス、加盟国にかわってずっと
協定を結んだり条約結んだり
しているわけですね。それがも
し離脱をすると、現状維持する
ためには 168 カ国を相手に 750
の国際協定を結ばなければい
けない。これはこのままいきま
すと、イギリス政府のキャパシ
ティーを超えます。貿易問題と
かというのは今まで EU が全部
扱ってきましたので、イギリス
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に専門家がいない状態を、オー
ストラリアとかいうところか
ら役人を引き抜いたりしてし
のいできたんですけど、今、韓
国は、イギリスが離脱しても韓
EUの FTAをそのまま継続する
形にしますとかいう形になっ
ていますので、ノーディールで
はありませんので、これほど大
きくならないかもしれないん
ですけど、イギリス政府は今か
ら先は大変ですね。もちろん
ヨーロッパの国でなくなるわ
けじゃないので、緊密な協力を
していかないといけないんで
すけど、そういう次のステップ
に入っていくことになります。 
 それから、EU 統合ですけど、
EU 統合は結局、戦後が、冷戦
期、ポスト冷戦期、そして多分
ポスト・リーマン期と３つに分
けていいかと思うんですけど。
ポスト冷戦期までは一応西側
というのがあったわけですね。
日 米 欧 と さ っ き 渡 邊 さ ん が
おっしゃいましたけど、その日
米欧という枠がありましたの
で、地政学的には比較的安定し
ていた。それがポスト・リーマ

ンになってくると、トランプ大
統領みたいなのが出てくるし、
それからイギリスもそうです
けど、地政学的な問題が非常に
大きくなってきていると。特に
中国とロシアというのは非常
に厄介な相手です。アメリカは
もちろん言うまでもありませ
んけど。それから、内部でも東
西の対立がある、それから南北
の対立、ラテンとゲルマンと
言ってもいいかもしれません
けど、そういう対立がございま
すので、これをどうやって進め
ていくか。とりわけ地政学的問
題ということになりますと、先
ほど渡邊先生も強調されまし
たように、安全保障とか軍事面
の統合をどう進めるかという
ことを抜きにできないと思う
んですね。その辺の問題が出て
まいります。  
 ただ、 EU 統合への支持は
ユーロ危機で落ち込んだんで
すけれども、これ、見にくいか
もしれませんが、ユーロバロ
メーターの今年の春のやつで
すけど、EU への信頼はほとん
ど 全 て の 分 野 で か な り よ く
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なっています。それは景気がよ
か っ た と い う こ と も あ る で
しょうし、移民問題とか難民問
題が一応流入が減りましたし、
それから国際テロですね、国際
テロが大体 17 年ぐらいまでで
すかね、厳しいものがありまし
たけど、それがなくなってきま
したので、移民テロリズムに対
する国民の、EU 市民の関心が
減少して、むしろ気候変動とか
環境問題に対する関心が上昇
してきています。これは今年の
春のユーロバロメーターです。
そういうのを受けながら、次に
進んでいくということになる
かと思います。ユーロへの支持
率も、ユーロ圏ではもう 75％、
76％ですね、４分の３が支持し
ていますので、これもかなりも
う安定したと見ていいんじゃ
ないかと。問題はあるんですよ
ね。もちろん、南欧諸国をどう
手当てするか、さっきのマクロ
ン大統領が言っているユーロ
圏予算ということがあります。 
 その問題は後で述べること
にしまして、景気の問題ですね。
製造業が非常に悪化している

んですよね。米中戦争の影響が
あるかと思いますし、それから、
ドイツなんかは途上国あるい
は特に新興国ですね、中国を中
心にロシア、トルコあるいは中
東諸国に向かってすごい輸出
が伸びていったんですけど、そ
のブームが一段落したんじゃ
ないかという感じですね。もう
世界の成長率が３％ぐらいに
なるんじゃないかと。4.5 とか
５％ぐらいというのがずっと
続いてきていたんですけど、そ
の中で EU の輸出が落ち込んで
います。この右側ですね。極端
に 18 年から落ち込んでおりま
して、この問題はドイツにとり
ましてはひとり勝ちの終えん
ということになります。ドイツ
のひとり勝ちというのはいろ
いろ要因があるんですけど。
ユーロが安くなったというこ
ともありますし、それから新興
国に対してドイツ製品ですね、
自動車をはじめとしてそれが
大規模に売れていきましたよ
ね。だから、2000 年の初めか
ら 2012 年までのドイツの輸出
を見ると、例えば中国とかで６
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倍とか、ロシアに対しても三、
四倍とか、そういう伸び方して
いるんですね、トルコとか。そ
れが一段落したということで、
かなり構造的な困難にドイツ
は直面する可能性がある。日本
と似ているんですよね。自動車
依存とか、 IT、AI でアメリカ
と中国に大きくおくれをとる
とか、日本と似たところがあっ
て、同じような運命かとか思っ
たりもするんですけれども。  
 ただ、私自身は、ドイツのひ
とり勝ちの時代が続きました
ので、統合には非常に消極的
だった。はっきり言ったら、ほ
とんど何もしてない。ユーロ危
機で落ち込んだ国に財政支援
はしましたけど、渋々、それは
ユーロが崩れると困るからで
すけど、ほとんど何もしないで
すね。せっかくマクロンさんが
大統領になって、マクロン・メ
ルケル路線で発展するんじゃ
ないかと期待したんですけど、
全然だめでしたね。メルケルさ
んはリップサービスだけです
よね。  
 おまけに、これ、ご覧になっ

た方はわかると思うんですけ
ど、ドラギ総裁をドラキュラに
して、「ドラギラ伯爵は我々の
銀行勘定から預金を吸い尽く
す」とか。ドラギさんのおかげ
でユーロ圏って維持されたん
ですよね。それをこんなことし
か言えないドイツ人の貧弱さ
というんですかね、がっかりで
すよね、はっきり言って。それ
を 中 央 銀 行 の 総 裁 が バ ッ ク
アップするんですからね、もう
話になりません。そのドイツ人
の貧弱な、つまり、ヨーロッパ
を統治する能力というのはな
いですね、ドイツ人には。ヨー
ロッパを引っかき回す能力は
すごくあるんですけど、統治す
る能力がないですね。  
 それから、地政学的な見方も、
EU でできるのはイギリスとフ
ランスだけだと言われている
んですよね。そのイギリスが離
脱するということで、どういう
関係をつくるかにもよります
けど、ドイツはもう少し飛躍し
ないと新時代に対応できない
んじゃないかという気がしま
す。  
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 これは、この春のユーロバロ
メーターですけど、自国経済の
状況はどうですかって聞かれ
ているんですね。「いいです」っ
て言っているのはゲルマンで
すよね。ずっと左側からいきま
すと、ルクセンブルク、オラン
ダ、デンマーク、ドイツ、オー
ストリア、それからスウェーデ
ン、これ、ゲルマン系ですよね。
ゲルマンの人たちは自分の経
済の状況がいいって確認して、
80％以上。ラテンはみんな「悪
い」と言っているんですよね。
ドイツがもしリーダーだった
ら、これ、どう解消していくの
かというのは考えざるを得な
いはずです。  
 それから、これはドイツ経済
成長ですけど、一応、欧州委員
会は今年が 0.5％で、来年、再
来年は１％ですと言っていま
すけど、ビジネスヨーロッパと
かといってヨーロッパの経団
連というんでしょうかね、これ
は来年も 0.5％と言っています。
確かに自動車が電気自動車に
かわったり、今、途上国の成長
率が下がるというのはかなり

構造的な要因ですので、これを
ドイツが果たしてどう対応す
るのかということはまだわか
らないままになっているかと
思います。私自身は、EU の統
合の方向というのはマクロン
さんは非常に大胆に出してい
ると。もちろん理想論ではある
んですけど、そこにドイツがど
うやって対応するかですね。し
かし、ドイツの場合は、最初は
中道右派がやって、次に中道左
派のシュミットさんとかです
ね。シュミット、ジスカールの
時代がありました。それから今
度、コール、ミッテランになっ
たんですよね。いずれもこれ、
中道右派と中道左派ですよね。
そこでまとめることができた
んですけど、今もう多党化しま
して、中道が国民をまとめてい
く力が減少しているんですね。
これもさっきの地政学的要因
と並んで非常に大変なことで、
この中でどういうふうに打開
するのかという、特に多段階欧
州ですね、ユーロ圏が一歩先に
進んで、ほかの国は後からつい
ていらっしゃいという対応を
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とれるかどうかですね、これに
注目したいと思っています。な
かなか難しいことではあるん
ですけれども、ほかに進んでい
く方策ってないんじゃないか
と思っております。  
 どうもご清聴ありがとうご
ざいました。（拍手）  
伊藤武（東京大学教授）  東
京大学の伊藤でございます。本
日はイタリアについて報告さ
せていただきます。報告内容で
ございますが、おおよそ４つの
パートに分かれていまして、全
体的な状況を述べた後に最近
の政治情勢との関係を述べ、そ
して可能性と障害について述
べてまとめたいと思っており
ます。時間も押しておりますの
で、早速、先に参ります。  
 イタリアをなぜこの場で取
り上げるかと。先ほど、例えば
中村先生のお話の中に、イタリ
アはもう人口 6,000 万超えてい
るはずですが、話題に上らな
かったように、それはそれなり
の理由がございます。最弱の大
国というか、そういう状況でご
ざいまして、そういう地につい

て述べることもおもしろいん
でしょうが、本日はブレグジッ
ト絡みのことですので、イギリ
スとの関係も含めて議論した
いと思います。  
 前回こちらでお話ししたと
きには、こちらはあくまでもイ
タリアポピュリスト問題の象
徴としてお呼びいただいたと
思います。ところが、総選挙が
終わりまして、ポピュリスト勢
力の躍進は一応そこそこのと
ころでとまり、そしてイタリア
でも EU 融和的な新政権が発足

して、そしてブレグジット問題
や EU 新執行部発足の陰に隠れ
てしまったかのような状況で
す。だとすると、イタリアは
EU との対立路線から親 EU 路
線に向かうのかと考えられな
くもないんですが、そう簡単に
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は言えないと。  
 まず、イギリスと明らかに違
うのは、難民問題について合意
ができ、イタリアは原加盟国で
歴史も長いですし、そして政権
もかわったと。ところが、イギ
リスとの共通点というのは、
EU 批判の正論が非常に強く、
かつ大国で、何か起きたときの
インパクトが非常に強い、そし
て、よく EU の「弱い環」とか
いうことを言いますが、EU の
合意志向的な決定システムと
政治システムが違うのでなか
なかなじみにくいとか、そうい
う事情がございます。ほかには、
同盟というような EU 批判政党
が支持率第１党であるとか、そ
ういう事情もございます。  
 さて、ですから、簡単には言
えないということで、最近の政
治情勢から説き起こしていき
たいと思います。  
 最近の政治情勢ですが、前回
お話ししたときには、ポピュリ
スト連立政権、五つ星運動と同
盟を中心とする、主要国ではお
そらく初めてのポピュリスト
政権ができて話題になりまし

た。ただ、このポピュリスト政
権 は 、 実 際 に は 同 盟 の サ ル
ヴィーニという副首相のうち
の一人が仕切っていたという
か、彼が主役のドラマだったわ
けですね。結局、移民政策等々
で強硬政策を展開して EU 中の
注目を集めて、そして春の総選
挙では同盟は大勝したわけで
す。ところが、彼が８月初頭に
政権危機を起こして政権崩壊
に導きます。彼の打算について
は、例えば早期に総選挙に持ち
込んで自分が首相になりたい
ですとか、そういう動きがいろ
いろ日本の報道で論じられま
した。例えば、総選挙にならな
くても、議会で多数派を組みか
えて首相になることは可能な
ので、それを狙っていた。それ
がうまくいかなかったので、サ
ルヴィーニの落日が始まるの
ではないかというふうに日本
の各紙でも報道されたと思い
ます。ところが、そうはなって
いないわけですね。確かに、
2019 年の９月に第２次コンテ
政権が発足して、より有利な条
件で自分に政権を組みかえる
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ということは失敗し、あろうこ
とか親 EU の路線が成立して、
内務、例えば内相ポストには、
専門家がついたり、ほかのポス
トについても親 EU の閣僚が就
任しました。  
 しかも、その上に写真であり
ますコンテ首相は、EU レベル
の信頼できる指導者として政
権危機を経て認知されたりと
か し ま し た 。 下 に い る サ ル
ヴィーニは、こうやってほほ笑
んでおりますけれども、実際に
は落ち目だと言われて、この後、
落日するかと思いきや、イタリ
アではこの秋からずっと地方
選挙が行われております。地方
選挙で同盟は基本的に連戦連
勝です。支持率も、政権崩壊の
後とった直後の調査で１回落
ちたんですが、すぐ戻って、大
体 34％とほとんど変わらない。
むしろ上がっている調査もご
ざいます。ですから、このまま
いくと、左翼地盤の中部へ進出
して、特に１月のエミリア・ロ
マーニャ州という民主党の地
盤である鍵のところでもしサ
ルヴィーニが勝つと、政権崩壊

して春に総選挙やるんじゃな
いかという議論が出ておりま
すし、そこまでいかなくても、
今、仮に特に総選挙をやると、
中道派連立政権になるぐらい
の支持率になっていますので、
選挙は予測はつきませんが、サ
ルヴィーニが首相となる中道
派政権ができるという議論が
出ています。ですから、簡単に
親 EU に転換したと内政上も言
えません。  
 それで、全体としてイタリア
と EU との関係を見た場合に、
障害となる可能性、改善してい
る点とうまくいかない点です
ね、障害の点ですが、改善して
いる点としましては、EU 批判
派 が 政 権 を 離 脱 し て サ ル
ヴィーニもいなくなった。それ
は確かに大きい、例えば難民政
策について実効ある影響力は
及ぼせなくなっています。でも、
それは逆に言うと、失敗したと
いうときの責任を問いやすく
なっている状況なわけです。難
民問題で EU と合意はしていま
すが、実際にはそこまでうまい
改善効果がもたらされていな
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いと。EU 支持のポイントは、
後でお示ししますグラフのよ
うに若干改善していますが、う
まくいっていません。例えばこ
ちらのグラフを見ていただく
と、同盟の支持の過去、結党以
来からの支持ですが、もう右肩
上がりで、その勢いは衰えてい
ません。そして、EU への世論
ですが、細かいピュー・リサー
チ・センターのグラフですけど、
左側の図の下を見てもらうと
イタリアがあります。ハンガ
リーやイギリスと並んで、ギリ
シャは特殊な状況ですので、そ
れと並ぶぐらい……。EU 批判
が下にありますが、ハンガリー
やイギリスと並ぶぐらい強い
わけです。  
 次に、移民への態度でござい
ますが、移民への態度としても、
実際にイタリアは、上の青が多
いところが批判が強い国です
ので、ギリシャ、ハンガリーに
次いで移民批判が強い。このサ
ルヴィーニが極右のポピュリ
ストだという言い方は正しい
かどうかは人によるかもしれ
ませんが、イタリアでは移民・

難民規制は世論で支持されて
いるということが非常に重要
なポイントになります。  
 さて、戻らせていただきます
が、可能性と障害のところで、
反対の要因、うまくいかない要
因はいろいろあります。同盟の
支持が高く、右派連立政権はで
きるかもしれないし、あと与党
の５つ星運動は、総選挙のとき
から半分になって、20％を割っ
ています。そして与党のもう一
方の民主党も分裂しています
し、経済・インフラ問題で崩壊
したジェノバの高速道路なん
かは最近全然うまくいかなく
なって、今は政権がガタガタで
す。難民問題は、合意したけれ
ども再配分は行われていない、
ほとんど進んでいないので、履
行不足ですし、反移民主義も強
く、EU 批判もまだまだ根強い
という状況になるわけです。  
 では、まとめに入らせていた
だきます。イタリアの国内政治
がまだ流動的なのでどうなる
かわかりませんが、EU の問題
が重要ですけれども、イタリア
の国内政治上の状況の影響を
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非常に受けています。特にその
点で重要な難民問題について
は、これは前回も申し上げまし
たが、EU 内できちんと解決し
ない限り、イタリアの政局のこ
うしたポピュリストが強い状
況は変わらないと思います。最
後にまとめますと、イタリアの
リスクは、大国であるので、EU
レベルの政策と密接不可分に
展開していて、しかもギリシャ
以上に影響力が大きい。特に金
融システムに不安があった場
合には、ギリシャの比ではなく、
ドイツも潰れるかもしれない
というくらいドイツからたく
さんお金を借りているわけで、
返せなくなったら大変なこと
になるわけです。ですから、
トゥ・ビッグ・トゥ・フェール
なので、こうしたイタリアをど

う扱うかというのは EU で考え
ていかなくてはいけませんし、
イタリア自身もこの難局を何
とか軟着陸させるような政権
構成の枠組みをしなければい
けないのですが、それには経済
がよくなって、難民問題がよく
ならないといけないというこ
とになります。  
 以上で報告を終わらせてい
ただきます。（拍手）  
渡邊啓貴（議長）  どうもあ
りがとうございました。福田先
生、お願いします。  
福田耕治（早稲田大学教授）   
ただいまご紹介を賜りました
早稲田大学の福田でございま
す。今回は BREXIT と EU の改
革問題ということで、こういっ
たことについて少しお話しさ
せていただきたいと思います。 
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 欧州懐疑主義とか、ポピュリ
ズム政党などの話がずっとな
されてきたわけですが、そう
いった中で BREXIT を引き起
こした原因が一体どこにあっ
たのか。BREXIT のたび重なる
危機の教訓から EU は一体何を
学んだのかというふうなこと

で、その BREXIT の教訓から、
あるいはたび重なる EU 危機の
教訓から、EU はどういうふう
な改革案を用意しようとして
いるのか、あるいは加盟国もそ
れにどう対応しようとしてい
るのかということであります。
BREXIT との関連では既に伊
藤先生から詳細にご報告され
ま し た よ う に 、 ユ ー ガ ブ で
2016 年から毎年同じ質問項目
で世論調査をしてきたのです
が、今年は合意なき離脱に対す

る賛否を問うたところ、「合意
なき離脱はだめだ」という世論
が圧倒するようになりまして、
2016 年では合意なき離脱を支
持する人が非常に多かったの
に対して、２年半たち、そのよ
うな国民の理解も進んできた
のかと思われます。  
 これについてはもう既に新
離脱協定案については述べら
れたので飛ばしますが、そのよ
うな形で、イギリス、ドイツ、
フランス、イタリアと今までお
話しいただいたわけですが、い
ずれもユーロ危機がきっかけ
となって緊縮財政を求められ、
福祉の削減、失業問題、若年層
の未就職者の増大や貧困、ある
いは社会・経済的な格差の拡大
につながってきた。そういった
ことがポピュリズムの台頭に
大きな影響を及ぼしたのでは
ないかという認識があって、最
近、社会的次元ということを強
調するようになってきました。
EU の社会的次元、社会政策が
中心となりますが、社会保護、
つまり資本主義の矛盾という
か、マイナスの側面を補うため
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になされる政策を EU では連帯
政策と呼んでおりますけれど
も、社会政策を中心としたさま
ざまな市民の保護政策、雇用・
労働政策とか社会保障、福祉政
策、あるいは保健医療政策など
がそこに入ります。  
 イギリスがなぜ BREXIT に
至ったのかということで、イギ
リスはユーロ圏には入ってい
ないし、そして経済成長率も高
いし、失業率も低いという条件
にもかかわらず、なぜイギリス
からこういう動きが出たのか
ということで、ほかの国との違
いを見ると、ジニ係数が大きく
違っていた。つまり格差の拡大
度合が、この赤で示しましたよ
うにイギリスだけが突出して、
日本より左側にイタリアをは
じめ他の EU 諸国は入っている
のに対して、イギリスはアメリ
カ側に近く、社会的な格差が非
常に大きいということ。つまり
持続的貧困率も高いし、経済的
な格差も大きいということで
あります。  
 トリガーとなったのがユー
ロの導入であったと言われる

わけですが、『５つの資本主義』
を書いたソルボンヌのアマー
ブル教授の本によれば、こうい
う図式がありまして、アジアの
資本主義を除けば、ヨーロッパ
に４つの資本主義のタイプが
あると。それぞれタイプが違う
中で統一的な通貨単一市場と
通貨統合を進めてきたこと自
体が、大きな問題を生み出す
きっかけになったということ
で、４つの資本主義のタイプ、
ヨーロッパに存在している EU
諸国の４つのタイプというの
は、同様にして国内レベルの問
題、つまり労働市場、労使関係
の問題、あるいは福祉・社会保
障、ヨーロッパ諸国はソーシャ
ル・プロテクションと呼んでお
りますが、そういう社会福祉関
連の問題、このような国内制度
で処理される部分と、EU レベ
ルの通貨・金融の動きのそごと
いうものが格差を生み出す１
つの原因になってきた。そうい
うふうな見方の中で、社会的な
側面をもう少し強化しないと
いけない。特に国境を越えて越
境移動する人の自由をもう少
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し EU レベルでバックアップす
る。そしてまた、加盟国の意思
と能力と両方があるわけです
が、統合を進めたいと考えると
ころもあれば、とどめておきた
い、あるいは主権国家に主権を
戻したい、さまざまな意見があ
るわけですが、統合に対する意
思と能力を含めて、マルチス
ピードで統合を進めていくと
いう案が今まで何度も言われ
てきました。  
 トゥ・スピード・ヨーロッパ
とか、マルチスピード・ヨー
ロッパとか言われて、あるいは
可変翼のヨーロッパ、アラカル
ト・ヨーロッパ、歴史的には物
すごく長く言われてきたわけ
でありますが、ここに来てもう
一度、この辺の統合のスピード
をマルチスピードでやってい
くというその最初のところを、
社会的側面を強化するという
ことで、ローマ・アジェンダと
いうふうな形で、2017 年、つ
まり BREXIT の翌年には欧州
理事会でそういう決議をいた
しました。具体策として、この
ような公正な職業と成長のた

めの社会サミットというのを
開きまして、緊縮財政の結果、
福祉の削減を余儀なくされた
南欧諸国をはじめとして、その
結果としてセーフティーネッ
トが潰れていく、社会民主主義
的な存立基盤がなくなってい
くという中で、社会経済的格差
が広がっていき、不満やる方な
い人々がポピュリスト、ポピュ
リズム政党へと支持を移して
いく、既存政党に対して不満を
表 明 す る と い う ふ う な 形 に
なったわけであります。  
 欧州委員会は、ここに挙げた
５つのシナリオを出しました。
これはほかの本にも書きまし
たけれども、欧州社会権の柱、
20 の基本原則を定めている、
第３のシナリオというものか
ら始めていると断り書きがな
されておりまして、社会圏とい
う形で、社会政策、社会的次元
を強化していくという路線を
とり、そしてマルチスピードで
進めていくという流れの中で、
フォンデアライエン欧州委員
会新委員長、12 月１日に発足
が決まって、二、三日前のメ
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南欧諸国をはじめとして、その
結果としてセーフティーネッ
トが潰れていく、社会民主主義
的な存立基盤がなくなってい
くという中で、社会経済的格差
が広がっていき、不満やる方な
い人々がポピュリスト、ポピュ
リズム政党へと支持を移して
いく、既存政党に対して不満を
表 明 す る と い う ふ う な 形 に
なったわけであります。  
 欧州委員会は、ここに挙げた
５つのシナリオを出しました。
これはほかの本にも書きまし
たけれども、欧州社会権の柱、
20 の基本原則を定めている、
第３のシナリオというものか
ら始めていると断り書きがな
されておりまして、社会圏とい
う形で、社会政策、社会的次元
を強化していくという路線を
とり、そしてマルチスピードで
進めていくという流れの中で、
フォンデアライエン欧州委員
会新委員長、12 月１日に発足
が決まって、二、三日前のメ

 

ディアで報道されているとお
りであります。その中心となる
改革案、政策提案というのは、
要約すればグリーン化、デジタ
ル化、そして社会政策に重点を
置いた成長戦略であるという
ふうに考えられるだろうと考
えております。  
 新委員長の優先課題という
のが、これでございます。グ
リーン・ニューディールはアメ
リカでもよく言われてきたの
ですが、10 年間で１兆ユーロ
の投資計画、非常に大規模な気
候変動対策にお金をかけると
いうことともに、ユーロ制度の
改革、つまり人々のためになる
経済ということで、例えば複数
通貨制度などが検討されてき
ていると。もう一方は、デジタ
ル化時代に適した、つまりデジ
タル資本主義に対応するよう
なヨーロッパにする。５Ｇを共
通標準化するだけではなくて、
来年の１月には AI の倫理基準
をつくって、兵器などに AI を
搭載させることを禁ずるよう
な規範をつくる、そしてそれを
グローバル化していきたいと

いったような動きがあります。
そしてもう一方で、移民・難民
に対しては、欧州的生活を保護
するという言い方をして、規制
的な枠組みを維持するという
ふうなことになろうかと思い
ます。デジタル情報の資本主義、
これは GDPR の規制を使いな
がら個人データを保護すると
いう流れの中で、ヨーロッパの
規範を守っていくことになる
かと思います。  
 そういうふうなことでまと
めますと、EU は環境という価
値、それからデジタル化を通じ
て、できる限り限界費用をゼロ
に近づけていくという形で、
SDGs のゴールにもマッチした
形 で 循 環 経 済 シ ス テ ム を つ
くっていく。その中で特に中ロ
に対してでありますけれども、
EU の規制基準をグローバル化
するというふうな形で、EU の
競争上の優位を確保するとい
うのが１つの戦略ではないか
と思います。あと、書いたとお
りでありますが、加盟国との関
係において、加盟国の自立性を
どの程度尊重するかというの



66

 

は、まさに補完性原則と比例性
原則と柔軟性の原則をどこま
で許容するかということで、そ
れ に よ っ て 統 合 の 度 合 が 変
わってくるかと思います。  
 以上で、ご清聴ありがとうご
ざいました。（拍手）  
渡邊啓貴（議長）  それでは、
最後にというか、報告と申しま
すよりも、皆さんに質問を含め
たようなコメントを飯村大使
よりお願いしたいと思います。
よろしくお願いします。  
飯村豊（元駐フランス大使）   
飯村でございます。現在、政策
研究大学院大学でシニアフェ
ロー兼客員教授をやっており
ます。本日はお呼びいただきま
して、ありがとうございます。 

 常任世話人の高畑さんから、
皆様のお話を聞いて適宜コメ

ントをせよというご指示があ
りましたので、皆さん大変興味
深いクリアなお話でございま
したので、コメントといっても
なかなか難しいんですけれど
も、田中先生のお話に触発され
て、３点申し上げたいと思いま
す。  
 田中先生のペーパーにも書
いておられますけれども、「イ
ギリス離脱後の EU 統合につい
て」ということで、「第２次大
戦後の３期区分と EU 統合」と
いうところに、最後の時期、
2010 年から現在までの時期に
ついて「ポスト・リーマン期」
という書き方をされておられ
ます。地政学的対抗の世界とい
うことで、大変興味深く拝見い
たしました。これに触発されま
して、３つのレベルで考えさせ
ていただきたいと思います。１
つは欧州レベル、もう一つはグ
ローバルなレベル、それから３
番目にはイギリスレベルとい
うことでございます。  
 ヨーロッパ、欧州のレベルで
は、先ほどお話があったとおり、
イギリスが抜けた後、 EU で
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は、まさに補完性原則と比例性
原則と柔軟性の原則をどこま
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れ に よ っ て 統 合 の 度 合 が 変
わってくるかと思います。  
 以上で、ご清聴ありがとうご
ざいました。（拍手）  
渡邊啓貴（議長）  それでは、
最後にというか、報告と申しま
すよりも、皆さんに質問を含め
たようなコメントを飯村大使
よりお願いしたいと思います。
よろしくお願いします。  
飯村豊（元駐フランス大使）   
飯村でございます。現在、政策
研究大学院大学でシニアフェ
ロー兼客員教授をやっており
ます。本日はお呼びいただきま
して、ありがとうございます。 

 常任世話人の高畑さんから、
皆様のお話を聞いて適宜コメ

ントをせよというご指示があ
りましたので、皆さん大変興味
深いクリアなお話でございま
したので、コメントといっても
なかなか難しいんですけれど
も、田中先生のお話に触発され
て、３点申し上げたいと思いま
す。  
 田中先生のペーパーにも書
いておられますけれども、「イ
ギリス離脱後の EU 統合につい
て」ということで、「第２次大
戦後の３期区分と EU 統合」と
いうところに、最後の時期、
2010 年から現在までの時期に
ついて「ポスト・リーマン期」
という書き方をされておられ
ます。地政学的対抗の世界とい
うことで、大変興味深く拝見い
たしました。これに触発されま
して、３つのレベルで考えさせ
ていただきたいと思います。１
つは欧州レベル、もう一つはグ
ローバルなレベル、それから３
番目にはイギリスレベルとい
うことでございます。  
 ヨーロッパ、欧州のレベルで
は、先ほどお話があったとおり、
イギリスが抜けた後、 EU で

 

リーダーシップを構成できる
国はドイツとフランスしかな
いと。ドイツはこれも田中先生
のお話がありましたけれども、
私なりに解釈いたしますと、非
常にパロキアルな国で、グロー
バルなリーダーシップをとる
能力には欠けるのではないか
と思われますので、そうすると
イギリスが抜ける。イギリスは
フランスと組んで国連の安保
理で常任理事国でありますし、
核兵力を持っていますし、私ど
も外交の世界の者にとっては、
イギリスは衰えているとはい
え、グローバルパワーとして外
交力も持っている。それから、
ジェームス・ボンドの映画にあ
りますように、インテリジェン
ス の 世 界 で も 断 ト ツ の 力 を
持っている国でございますの
で、これが抜けるとフランスだ
けしかないわけです。フランス
はそれなりに頑張っています
し、今、南シナ海でも航行の自
由を確保するということで、定
期的に軍艦を派遣したり、いろ
いろな努力をしておりますけ
れども、果たしてフランスが、

それではイギリスなき後、ヨー
ロッパのグローバル・リーダー
シップを支え切れるのかどう
か、この辺はまだこれからお手
並み拝見のところではないか
という気がいたします。  
 マクロンのインタビューの
お話が冒頭、渡邊先生からも出
ましたけれども、11 月３日で
ございましたか、『エコノミス
ト』に掲載されたマクロンのイ
ンタビュー、私は非常に興味深
く読みました。一言で言って、
ヨーロッパ諸国に、アメリカに
頼らないで自立してやってい
くように、やっていかなくては
いけないのではないかという
呼びかけだと思います。それに
刺激を与えるために、NATO は
脳死状態だとか、過激な言葉を
使っていますけれども、基本的
には伝統的なドゴールの世界
観を受け継いでいるものでは
ないかと思います。そのマクロ
ンの呼びかけが EU 諸国に、今
いろいろな国々が入ってきて
おりますから、27 カ国、みん
な心に響くものがあるのかど
うかということになりますと
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私は若干疑問であって、多極化
の時代というお話、これも渡邊
先生が冒頭に言われましたけ
れども、多極化の時代の極の１
つを構成する力量がこれから
ヨーロッパに備わっていくの
かどうか、そこら辺に注目する
必要があるのではないかとい
う気がいたします。  
 それから２番目は、グローバ
ルなレベルでございますけれ
ども、第２次大戦後の、これも
田中先生のペーパーの２（1）
で、冷戦期に、アメリカが戦後
世界経済システム構築したこ
と等が書かれておりますが、ま
さ に こ れ は よ く 言 う ワ ー ル
ド・リベラル・オーダーという
んですか、世界的なリベラルな
秩序をアメリカがつくり出し、
これを支えてきたドライビン
グフォースはアメリカとイギ
リスなわけでございます。その
アメリカが今、トランプさんで
ああいう状況になっており、か
つイギリスが１カ国でも力を
発揮できないところまで、かつ
てのイギリスと大分変わって
きているということではない

かと思います。かつまた、ロシ
アはアンチ・ウエスト、かつ復
讐心の塊になっていると思い
ますし、中国は台頭し、その中
国も、香港とか少数民族の問題
で非常に苦労しているという
ことで、一方においてはヨー
ロッパ自身が極として支える
のが難しく、世界の支柱を支え
るのが難しくなっており、他方
でアングロサクソンといいま
すか、米のドライビングフォー
スとしての力量も疑問符がつ
きつつあり、中国とロシアがこ
のような状況であるというこ
とで、これは私も自問自答して
いるんですけれども、果たして
多極化時代ということがもう
しばらくすると言えなくなる
のではないかと。これはアメリ
カのジオポリティカルアナリ
ストのイアン・ブレマーが、か
つて「Ｇゼロ」とか言いました
けれども、いよいよそういう時
代がやってくるのかという気
がいたしまして、これが第２点
目でございます。  
 ３点目は、さはさりながら、
イギリスはかつての大国とし
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てのイギリスと大分変わって
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かと思います。かつまた、ロシ
アはアンチ・ウエスト、かつ復
讐心の塊になっていると思い
ますし、中国は台頭し、その中
国も、香港とか少数民族の問題
で非常に苦労しているという
ことで、一方においてはヨー
ロッパ自身が極として支える
のが難しく、世界の支柱を支え
るのが難しくなっており、他方
でアングロサクソンといいま
すか、米のドライビングフォー
スとしての力量も疑問符がつ
きつつあり、中国とロシアがこ
のような状況であるというこ
とで、これは私も自問自答して
いるんですけれども、果たして
多極化時代ということがもう
しばらくすると言えなくなる
のではないかと。これはアメリ
カのジオポリティカルアナリ
ストのイアン・ブレマーが、か
つて「Ｇゼロ」とか言いました
けれども、いよいよそういう時
代がやってくるのかという気
がいたしまして、これが第２点
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イギリスはかつての大国とし

 

てそれなりの能力を秘めた国
でございますが、ドゴールがイ
ギリスの EC 加盟にノンという
ことを２度言ったときに、要す
るにイギリスは心を決めてい
ないと。心の一方ではアメリカ
との連帯・連携を考えており、
アメリカと心がつながってお
り、他方でヨーロッパにも入り
たがっている。ドゴール将軍は
「トロイの馬」という言い方を
したような気がいたしますけ
れども、ここのところが離脱後
も同じような魂の分裂ですか、
魂が２つに割れている状況で
あれば、イギリスというのは、
今後世界で大きな役割を果た
すのは難しいのではないかと
思 い ま す け れ ど も 、 今 度 の
BREXIT を通して中長期的に
考え直してみて、自分たちのい
る べ き と こ ろ は や は り ヨ ー
ロッパだということで、心の持
ち方が変わってくればまだそ
れなりの力を発揮できるので
はないかということを、イギリ
スのファンとしてはかすかに
期待しているわけでございま
す。しかしそれはあくまでもか

すかな期待でございます。  
 以上、３点でございます。  
渡邊啓貴（議長）  どうもあ
りがとうございました。  
 それでは、今日は時間が押し
ておりまして、７時ぴったりに
終わらなくてはいけないもの
ですから、今、飯村先生のおっ
しゃったご指摘に対して、本来
なら報告者の方々から一言ず
つお答えいただいてからとい
うのがいいんでしょうけれど
も、時間がないものですから、
皆さんに、もういきなりフロア
に振りたいと思います。そして、
飯村先生のご指摘については
その辺を留意しながら、皆さん
報告者の方がお答えになると
きに、そういうことも踏まえて、
全部３つ当たることをお答え
になるのは難しいでしょうけ
れども、それぞれそのあたりを
しんしゃくしながらお答えい
ただければと思います。  
 早速でございますけれども、
ご質問、あるいはご意見のある
方、お手を挙げになっていただ
ければと存じます。差し支えな
ければ、ご所属とお名前を言っ
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ていただければと思いますし、
できるだけ１人１問にしてい
ただければ幸いでございます。
どういたしましょうか。ぱっと
手を挙げてくださいませ。 10
人ぐらいいるね……どうしま
しょうか、10 人一遍にやっちゃ
う？５人ずつ？  
高畑洋平（司会）  まとめて
いいと思います。  
渡邊啓貴（議長）  うん、そ
れでは、時計回りで行きましょ
う。こちらから１人ずつ、でき
るだけ手短にお願いします。  
軍司泰史（共同通信編集委員）  
わかりました。メディアの共同
通信の編集委員の軍司と申し
ます。私はメディアの人間なの
で、直近のこと、どうしてもそ
ういうところに目が行くんで
すけれども、12 月 12 日の英国
総選挙についてお尋ねしたい
と思います。確かに今の世論調
査を見ていると、例えば議席の
プロジェクションで保守党が
過半数を上回るのではないか
というような予測は出ている
んですけれども、支持率を見る
と 42 とか 43 とかで、実は保守

党はあまり伸びていなくて、前
回 2017 年の総選挙の得票率が
42％だったんです。ということ
は、今の支持率だとまたハン
グ・パーラメントの可能性があ
るのではないかと。そのリスク
は十分あると思うんですけれ
ども、合従連衡、どれぐらい保
守党が負けるかにもかかって
くると思うのですが、その場合、
どういうシナリオが想定され
るかということを伊藤先生か
どなたかお答えいただければ
と思います。  
渡邊啓貴（議長）  どうぞ手
をお挙げになってください。次
の方どうぞ。  
上野景文（元駐バチカン大使）  
ありがとうございます。文明論
考家の上野と申します。質問は
いたしません。独白ということ
で３点、２分以内にお話ししま
す。  
 なぜイギリスが抜けるのか
という話ですけれども、今まで
先生方、あるいはこれまでいろ
いろな方が指摘されているこ
とと離れますが、私は大陸の文
明と島国の文明は、文明の型が
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できるだけ１人１問にしてい
ただければ幸いでございます。
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わかりました。メディアの共同
通信の編集委員の軍司と申し
ます。私はメディアの人間なの
で、直近のこと、どうしてもそ
ういうところに目が行くんで
すけれども、12 月 12 日の英国
総選挙についてお尋ねしたい
と思います。確かに今の世論調
査を見ていると、例えば議席の
プロジェクションで保守党が
過半数を上回るのではないか
というような予測は出ている
んですけれども、支持率を見る
と 42 とか 43 とかで、実は保守

党はあまり伸びていなくて、前
回 2017 年の総選挙の得票率が
42％だったんです。ということ
は、今の支持率だとまたハン
グ・パーラメントの可能性があ
るのではないかと。そのリスク
は十分あると思うんですけれ
ども、合従連衡、どれぐらい保
守党が負けるかにもかかって
くると思うのですが、その場合、
どういうシナリオが想定され
るかということを伊藤先生か
どなたかお答えいただければ
と思います。  
渡邊啓貴（議長）  どうぞ手
をお挙げになってください。次
の方どうぞ。  
上野景文（元駐バチカン大使）  
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考家の上野と申します。質問は
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先生方、あるいはこれまでいろ
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明と島国の文明は、文明の型が

 

違うということがかなり大き
な要素になっていると。これは
何回か発表しておりますけれ
ども、依然としてそういう感じ
がするということが第１点。  
 第２点としては、さはさりな
がら、英国という国を見るとか
なり非英国的になっておると。
エコノミストなんかも、英国の
保守党はエドモント・バークの
フィロソフィーを捨てて、アン
リ・ルソーによって乗っ取られ
たというような言い方をして
いますが、今、世界を見渡すと、
私の目ではイデオロギー過多
の国が２つある。１つが韓国、
１つがイギリスです。イギリス
が非英国的でなくなるという
ことが、まずもって必要かと。 
 あと１点です。数日前にロー
マ法王がお帰りになりました。
私はバチカン大使をやってお
りましたので、今回の行事にお
つき合いしましたが、ローマ法
王のメッセージを聞いていま
すと、アメリカやヨーロッパの
ポピュリズムに対するアンチ
テーゼになっているものが非
常に多いと。そういう意味で、

ポピュリズムに対する防波堤
として日本外交、あるいは国際
社 会 が ロ ー マ 法 王 を も う
ちょっと有効に使うことを考
えるべきだと思っております。
以上です。  
渡邊啓貴（議長）   お隣に
ローマ法王がご専門の方がい
らっしゃいます。一言どうぞ。 
松本佐保（名古屋市立大学教
授）  私、特に質問はござい
ませんけれども、今日のお話は
非常に興味深く聞いておりま
して、上野大使がおっしゃられ
たキリスト教的な規範という
ものが、実はドロール委員長以
降、EU に再びリバイバルする
ような動きがありまして、これ
はいろいろな議論があると思
うんですけれども、そういうも
のが何かイギリスの BREXIT、
イギリスも国教会という非常
に半端なキリスト教の国だと
いう問題もございますが、そう
いうものが何か EU を再びまと
めるために非常に有効なので
はないか。もし何かそういうこ
とをご意見がありましたらと
いうことで、以上とさせていた
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だきます。  
渡邊啓貴（議長）  松本さん、
ローマ法王とか随分本を書か
れていると思うんですけれど
も、ぜひとも。そこの方。  
村石恵照（武蔵野大学客員教
授）  村石と申します。武蔵
野大学の元教授です。  
 質問は、イギリスの政治の大
きな判断には必ずイギリス王
室がかかわっているという情
報がありますが、イギリス王室
の BREXIT に対する判断はど
のように推測されますか。それ
から、NATO が東欧に拡大した
ということで、ロシアが失墜回
復で今後またポーランドとか、
私はポーランドには 30 年以上
かかわっているので、ロシアが
その影響を伸ばしてくるのか
どうか、以上の２点です。  
渡邊啓貴（議長）  次の方か
ら順番にどうぞ。  
三好範英（読売新聞編集委員）  
読売新聞の三好といいます。  
 田中先生に質問ですが、EU
とかユーロに対するヨーロッ
パ、EU 市民の支持、信任が高
まっているというお話でした

けれども、一方で欧州の景気は
これから非常に悪化するわけ
で、悪化した場合にそういう信
任はどうなっていくと見てい
らっしゃいますか。  
本 間 圭 一 （ 読 売 新 聞 次 長 ）   
同じく読売新聞、本間と申しま
す。  
 どなたか先生にお聞きした
いんですけれども、今回の英国
の EU 離脱が日本に与える影響
という意味で、いろいろ指摘は
あるのですが、どういったこと
が一番重要なのかということ
をお聞きできればと思います。
よろしくお願いします。  
岡部伸（産経新聞論説委員）   
産経新聞、岡部でございます。 
 この４月までイギリスにお
りました。国民投票からずっと
見てきまして、渡邊先生の、離
脱してもほぼ大きくは変わら
ないだろうというのが私はそ
のとおりだと思います。それか
ら、伊藤先生が分断は続くだろ
うとおっしゃったのもそのと
おりだと思います。そして今、
イギリスは離脱疲れにあると
いうのも全くそのとおりで、も
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ううんざりしている。そこへ来
て、早く決着したいという声、
そしてボリス・ジョンソンが何
とかバックストップを廃止し
てまとめたといったところで、
今、保守党が優位ということに
ついても賛成です。残留とほぼ
拮抗しているんですけれども、
しかし、残留は野党が分かれて
いるということで、今、保守党
が優位かとおっしゃったこと
についても賛成でございます。 
 １つ伺いたいのは、BREXIT
党のナイジェロ・ファラージュ
のファクターをどうお考えに
なられるのかということです。
完全な選挙協力はしていない
ということ。もう一つ、ジョ
ン・カーチスというストラスク
ライド大学の教授が言ってい
るんですけれども、今回は世代
間の選挙になるのではないか
と。特に若い世代は残留ですけ
れども、前回、2017 年のとき
は福祉政策もあるのですが、学
費が無料になるということで、
若い世代がかなり入れたんで
す。今回は若い世代がどう出る
のか、12 日の投票の前にもう

冬休みになってしまう、クリス
マスになってしまうので帰っ
てしまうというような状況が
あるのですが、若い世代のファ
クターをどうお考えになられ
ているか、伊藤先生にぜひ伺い
たいと思います。  
渡邊啓貴（議長）  最後にお
一方、手短にお願いします。  
河東哲夫（ Japan and World 
Trends 代表）   外務省 OB
の河東と申します。  
 コメントですが、僕は枠組み
の変化に関心があって、今日の
お話の枠組みは現在ですけれ
ども、もうちょっと先に関心が
あって、根本的に枠組みが変わ
りつつあるのではないかと思
うんです。政権のない国がどん
どん増えていますでしょう。ス
ペインもそうだし、イタリアも
実質的にそうだし、それがある
し、もしかするとドイツが次の
選挙でそうなってしまうかも
しれない。そういうのがあって、
結局、ヨーロッパがどんどんば
らばらになりつつある感じが
僕はするわけです。  
 何が起こるかというと、コン
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サルト・オブ・パワーズという
のかな、もしかすると 19 世紀
のバランス外交に戻るのでは
ないかと。その中にロシアもメ
ンバーとして入ってくるので
はないかと思うんです。我々は
敵国として考えているんだけ
れども、そうではないロシアが
現われるのではないかと思う
わけです。そういうわけで、日
本 は こ れ か ら ヨ ー ロ ッ パ の
個々の国に対処していかなけ
ればいけないのではないかと
いうのが最後です。  
渡邊啓貴（議長）  じゃあ最
後にずっと手を挙げている方、
手短にお願いします。  
河村洋（外交評論家）  河村
と申します。  
 独仏関係についてお伺いし
たいんですけれども、最近の
FT でギデオン・ラックマンが
BREXIT によって独仏関係が、
本来両国の関係が強化されな
くてはいけないのが逆に悪化
しているという状況になって
いると。そのあたり独仏の指導
者たちはどのようにしていく
のかということをお伺いした

く、それでこのペーパーを見ま
したら、渡邊先生は独仏関係で
フランスの突出ということを
言われているのですが、逆に中
村先生はドイツの覇権の巨大
化に対するおそれが出ている
ということで、2 つの矛盾する
こともあるんですけれども、そ
ういうところも含めて独仏関
係の今後についてお伺いしま
す。  
渡邊啓貴（議長）  どうもあ
りがとうございました。  
 こういうふうにしたいと思
います。今から一旦、今の質問、
ご指名の質問もありましたけ
れども、それを踏まえて報告者
全員に一言ずつお答えいだく
という形にしたいと思います。
なおかつ時間に余裕があるよ
うでしたら、最後の質問という
ことにさせていただきたいで
すけれども、それではどうしま
しょう、どの順番で行きましょ
うか。田中先生、一番質問が多
かった、そんなことない？伊藤
先生が一番多かった。じゃ、伊
藤先生。  
伊藤さゆり   総選挙が迫っ
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 こういうふうにしたいと思
います。今から一旦、今の質問、
ご指名の質問もありましたけ
れども、それを踏まえて報告者
全員に一言ずつお答えいだく
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ておりますので、ご関心が高い
のかと思います。まず、若い世
代の影響力が一番大きいだろ
うというのは、私もそのとおり
だと思っております。中高年世
代から見ると、コービンさんの
キャラクターというか、政策も
含めていささか抵抗感が強い
ところがありまして、既存メ
ディアもあまり取り上げてい
ない、特に政権公約に関しては
少しうがった見方のほうが支
配的なのかと。ただ、逆にこれ
を新鮮に受けとめる若い世代
というのはあるのかと。  
 今回、格差対策的な部分もそ
うですけれども、グリーン・
ニューディールもかなり前面
に打ち出した。これも若い人の
共 感 を 呼 ぶ 可 能 性 が あ る と
思っておりまして、影響力は大
きいかと。ハング・パーラメン
トの可能性というのは、ご指摘
のとおり、かなりあると見てお
くべき必要があるだろうと思
います。今の若い世代の投票行
動もそうですし、それから地域
ごとに、例えばスコットランド
選挙区は SNP が強い、北アイ

ルランドでは地域政党が強い
とかいうこともありますので、
過半数に届かない可能性は十
分ありますし、そのときに今回
の DUP の指示を仰がなければ
いけないということになると、
非常にやっかいな話になって
くるということかと思います。
DUP の議席数は頭が限られま
すので、それでも過半数に届か
ないということになると、野党
中心の政権、これは自由民主党
がコービン党首を支えないと
いうことではあるのですが、離
脱問題の撤回への道をつくる
唯一の道であるならば、もしか
したらそこの部分だけで連携
するという可能性はもしかし
たらあるのかもしれないと。ナ
イジェル・ハラーズさんの様子
は、私自身はジョンソン首相の
登場によって大きく低下した
のではないかということです。
ある意味、キャラクターがかぶ
るというか、そういうところが
打ち消し合ってしまうのかと。 
 一番大切なポイントになる
かと思いますが、日本に与える
影響ですけれども、私自身はこ
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の問題がどういう形になるに
しても、金融システム危機的な
ものが起こって、世界経済に急
ブレーキをかけることはない
というのが基本認識です。そう
いう意味では、日本経済が大き
く足を引っ張られるというこ
とはないと思うのですが、個別
の企業にとっては非常に悩ま
しい選択を、特に離脱した後に
いよいよ決断のときを迫られ
ると。世界景気のサイクルが非
常に弱くなっていることはご
報告の中でも申し上げました
けれども、そういう難しさに加
えて、例えば気候変動対策、あ
るいはデジタル化対応とか、企
業としてはいろいろ検討しな
ければいけない課題、チャレン
ジしなければいけない課題も
多いし、さらに規制も強まって
いる。特に金融、自動車という
影響を受けやすい二大産業が
そういう状況にある中で、日本
企業は悩ましい選択、イギリス、
EU 経済にとっては厳しい影響
というのがこれから出てくる
と考えております。  
中村登志哉   ご質問ありが

とうございました。私が関連す
る部分は主に３点あったかと
思います。１つはリーダーシッ
プの問題、それから独仏関係、
３つ目の政権の枠組みがなく
なるのではないかというお話
だったかと思います。  
 一番簡潔にお答えができる、
河東さんからいただいた３点
目ですけれども、ご指摘のとお
りで、現在はキリスト教民主同
盟、CDU と、それから CSU の
連立政権と、連立与党が社会民
主党、SPD ですけれども、明日、
SPD は党首選を行って、現在の
財務大臣のショルツさんが勝
てば大連立は維持されるわけ
ですが、対立候補が勝ちますと、
早ければ連立離脱ということ
を決めて、メルケル政権が崩壊
する可能性もゼロではないと。
メルケルさんは任期が 2021 年
までありますので、任期満了ま
で務められればいけるわけで
すけれども、そうしますと、現
在の支持率では CDUと SPDは
大連立を組めませんので、50％
になりません。したがって、同
じように河東さんが鋭く指摘
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されたように、その点は出てく
るだろうと思います。  
 ２つ目のリーダーシップの
問題でございますけれども、皆
様からもご指摘がありました
ように、例えば軍事力をとって
みてもグローバルに戦力投射
能力を持っているのは、アメリ
カとイギリス、それからフラン
スでございますし、ドイツはあ
りませんので、そういった意味
でのリーダーシップがとりに
くいというのは全くそのとお
りであろうと思います。しかし
ながら、経済的には欧州の中で
一番大きな力を持っているわ
けでございますし、そういった
意味で特に経済面においては、
ド イ ツ の あ る 種 の リ ー ダ ー
シ ッ プ は 欠 か せ ざ る も の に
なっていくだろうと。そのとき
にフランスとの関係をどう構
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ておりませんで、イギリスとい
うアクターがいなくなること
によって、直接的にぶつかる局
面が増えるのではないかと考
えております。それについては、
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権国としての立場が戻ってく
ることによって、欧州の安定に
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いただきます。私どもの学会で
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顔が少し並びますけれども、実
り多く、話題になる本だと思い
ますので、もしよろしければい
らしていただきたいと思いま
す。  
 それで、こう来たから、今度、
田中先生、お願いします。  
田中素香   今から景気が落
ち込んでいく中で、ユーロへの
支持率はどうなるかというこ
とですけれども、下がるだろう
とは思うのですが、でも一番悪
いときでも、ユーロ圏は 62％
です。今は 76％まで上がって
いますけれども、ギリシャ危機
で、BREXIT の前に GREXIT と
していたのですが、結局、ギリ
シャも出なかったですよね。出
たらもう GDP が 25％下がって
いたのが、またさらに 25％下
がって、あのときもうギリシャ
はやっていけないというよう
な認識だったですよね。それか
ら、マリール・ルペンが 2017
年の大統領選挙のとき、投票の
１週間ぐらい前ですか、反ユー
ロは撤回しますと言ったし、国
民戦線も選挙の後、撤回しまし
た。そういうことからいって、

支持率は若干下がるかもしれ
ないけれども、私はユーロへの
動揺がどうというふうな、離脱
とか、そういう話にはならない
だろうと思います。  
 ただ、イタリアの問題とかを
考えると、マクロンさんが強調
しているユーロ圏の財政トラ
ンスファーをどこまで真面目
にやれるかということです。
言ったら悪いけれどもメルケ
ルさんはごまかすつもりです
が、でも、それは一人勝ちして
いたから何もしなくてよかっ
たわけです。でも、だんだんそ
うではなくなってくるんじゃ
ないですかね。EU 予算の中に
一回そういう項目が入った場
合には、それを動かすことがで
きるんです。多分、できるだろ
うと思うんです。そういう意味
では、額は小さくてもそういう
項目ができるということは一
歩前進で、危機になったときに
ドイツが最大に出しているこ
とは明らかですから、決定をド
イツに迫っていくと。  
 私はイギリスとドイツ、フラ
ンスの３カ国でやっていまし
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たけれども、統合に対してマイ
ナスの面も非常に多かったと
思うんです。イギリスが統合す
る気がないわけで、EU の財政
を拡大したりするのに対して
すごく頑固ですよね。ドイツは
それに乗っかるわけです。でも、
口ではそうは言いませんよ。私
たちはもっと増やしてもいい
けれども、イギリスがそこまで
反対するからと言って、結局、
イギリス路線に乗ってしまう
わけです。ポスト・リーマンで
は両方ともナショナリスト路
線をとってきたと思うんです。
もちろんドイツも出しました。
危機国に対する金額を足して
いけば、10 兆円ぐらい出した
んじゃないですかね。でも最悪
です。もうどうしようもなく
なって出すんです。もっと前に
やっておけば半分ぐらいで済
んだかもしれないのに、そうい
う拙劣なドイツのやり方とい
うのが、私はドイツ自身が考え
を改めないといけないと思い
ます。覇権国と言われたくない
などと誤魔化さないで、ちゃん
と覇権を持ってみろよと言い

たいです。逃げ回ってね。とい
うことでドイツはもうちょっ
としっかりしてもらわないと、
と思います。イギリスが出るこ
とによって、フランスとさしで
話をしなければいけなくなる
ので、プラスの面もあるのでは
ないかと。実際にそうやってき
たわけです。EMS でもそうやっ
てきましたし、イギリスが入る
前もそうやってきているわけ
で、独仏関係について僕はそれ
ほど悲観していないです。  
渡邊啓貴（議長）  会うたび
に、この七、八年、私は毎回ド
イツ批判をお聞きしますが、そ
れじゃ、福田先生。  
福田耕治   あと１分しかな
いようですので。キリスト教と
の関連では、85 年にドロール
委員長が域内市場統合を完成
させるためには、市場統合とと
もに、社会政策が車の両輪とな
るということを言って、彼は社
会的市場経済というふうな形
で、サードセクターの役割を
もっと、サードセクターを雇用
先としても使うべきだという
ようなことを言っていたわけ
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ですが、最終的には社会政策が
経済政策に劣位するというこ
とで、社会的側面がどんどん
弱っていったという歴史があ
ります。そういった中で、連帯
経済というものがヨーロッパ
では伝統的にあるし、ドイツで
は社会的市場経済という名前
で呼ばれ、イギリスでは政治経
済学、早稲田の政経の名前のも
とになった、そういう同じよう
な連帯の思想があって、サード
セクターも含めて、ファースト
セクター、セカンドセクター、
サードセクターのコラボで、市
民社会、市場経済を支えていか
ないといけないという考え方
は、まさにドロールが 85 年に
主張していたことでもありま
す。そういった点で、そのよう
な思想的というか、文化的な影
響もあるのかと思います。  
 それからもう１点、近藤様が
言われたように、通貨統合はど
う捉えたらいいかということ
ですが、第２次安倍政権でアベ
ノミクスのアドバイザーとし
て知られているイエール大の
名誉教授と一緒に本を書く機

会があったのですが、ちょうど
私の次の章がその先生で、アジ
アの地域統合について書いて
おられて、結論部で、通貨統合
は平和秩序をつくる安全保障
的な貢献が非常に大きいんだ
と、この点について私はもっと
研究すべきだと思うという結
論を書いておられたのが非常
に記憶に残っております。以上
です。  
伊藤武   私は特に直球の質
問は来ておりませんが、多分、
唯一の内政の専門家なので、そ
の観点から一言だけ言わせて
いただきます。  
 まず、イギリスについて保守
党の支持率が低いじゃないか
と思うかもしれませんが、そん
なことはなくて、これは小選挙
区制マジックなので、1970 年
代とかまで含めるとこれくら
いの得票率で、ただし、小選挙
区の効果があって多数をとる
ことはありましたので、比例代
表制ではないということに注
意する必要があると思います。
同じように大陸、ヨーロッパも
含めて、なかなか政権ができな
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いのではないか、少数派政権が
続くとかいうことも、過去 100
年ぐらいさかのぼってみると
全然珍しくないんです。ただ１
つ、最後に一言だけ言うと、戦
後を支えてきた主要な組織を
持つ大政党の時代が終わりつ
つあるということだけは言え
ると思います。以上です。  
渡邊啓貴（議長）  一応これ
で今日はお開きにしたいと思
いますけれども、その前に、今
日のお話についてまとめさせ
ていただきたいと思います。と
申しますか、実は本日の会議資
料にまとめてございます。これ
だけだと不親切なので、１分か
２分程度で補足させていただ
きます。  
 最初に BREXIT でございま
すけれども、楽観論と悲観論が
ございます。今日、いろいろプ
ロセスの面ではそう楽観視は
できないという話でありまし
たけれども、私はあえて楽観的
なことを、長期的なことから少
し書かせていただきました。例
えば３年半前と比べると、ここ
に書いておきましたけれども、

成長率の予測はあのときマイ
ナス３％とか５％とか言われ
ていましたが、今は１％、むし
ろプラスということです。それ
から、ロンドンは金融拠点が移
るという話だったけれども、そ
んな声はだんだん小さくなっ
ておりますし、共通防衛政策は
イ ギ リ ス に イ ン テ リ ジ ェ ン
シーがなくなったら、もうフラ
ンス一人ではどうしようもな
いということですが、イギリス
は「そこは出ない」と言ってい
ますし、私はそういうことを申
し上げたかった次第でござい
ます。  
 それから、今日はイギリスの
伊藤先生はお話しになりませ
んでしたけれども、この背景に
あるのは大英帝国、最近、グ
ローバルブリデンですか、とい
うことを多分お話しになるん
だろうと思いましたが、時間が
なかったようでございます。そ
れから、ポピュリストについて
はもちろんそう簡単に消える
傾向ではないわけですけれど
も、イタリアの伊藤先生と福田
先生が強調されましたけれど
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も、格差の問題というのはそう
簡単ではない。今日はアカデ
ミックにジニ係数の問題まで
触れていただきましたけれど
も、私は単純に不満分子という
話と、それからポピュリズムと
いっても簡単に東ヨーロッパ
と西ヨーロッパでは同じでは
ないので、そういう意味では、
主権主義とかほかの言葉もあ
るよというようなことをお書
きしておきました。  
 それから独仏の問題、イギリ
スとの三つどもえの話ですけ
れども、私は「第三に」という
問題で、離脱とともに EU 内の
求心力の問題としてまとめさ
せていただきました。NATO の
脳死、それから独仏英の求心力
がどうなるのかということで
すけれども、独仏といってもイ
ギリスに頼らざるを得ないと
ころが出てくるかと思います。
それが伝統的な、さっきコンサ
ルト・オブ・ヨーロッパという
話が出されましたけれども、
ヨ ー ロ ッ パ の 協 調 に バ ラ ン
サーとしてのイギリスの役割
が歴史的にあったわけですか

ら、そういった役割をイギリス、
大英帝国の残滓といいますか、
そういうものが残っているの
ではないかと思います。独仏に
関しては、私は楽観論をしてお
ります。  
 私はフランスをやっており
ますが、マクロンさんいろいろ
言いますけれども、下世話な表
現になりますが、マクロンさん
の奥さんは 25 歳年上でござい
まして、メルケルさんも 25 歳
ぐらい年上で、お母さんか奥さ
んどっちかわからないような
関係でございます。そしてそれ
はいい意味での仲よしという
ことが、根本的にある程度言え
るのではないかと思います。マ
ク ロ ン さ ん が 激 し い 表 現 を
使っているのは、そういう意味
ではメルケルさんからすれば
若さだというのと同時に、マク
ロ ン さ ん は タ イ ミ ン グ を は
かって言っていると思います。
2017 年のマクロン・イニシア
チブも、あれはドイツの総選挙
の直後です。今回は 12 月の首
脳会議の前ですから、ドイツに
対するメッセージを送ってい
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るんだと思います。メルケルさ
んが選挙で厳しいな。そうした
ら、今度は首脳会議で何とか
NATO を動かそうと思うと、そ
の前に当然、若いものですから
自分で走ってしまうものです
から、メルケルさんは言い方が
よくない、気に入らないと言い
ますけれども、基本的なところ
でヨーロッパが自立していく
ということでは、むしろトラン
プ大統領が出てきたときに、最
初に反応して、うちも防衛費を
増やさなければいけないみた
いなことを言ったのはメルケ
ルさんでしたから、その辺は大
きいところでは一致している
のではないかと思っておりま
す。  
 最後に、世界的なグローバル
なレベルで見ると、多極化で、
アメリカの相対的低下の中で、
ヨーロッパみずからどういう
ふうに道を模索するのか、それ
を分裂して模索はとてもでき
ないので、統合をどうするのか
と い う 中 で の イ ギ リ ス の
BREXIT でございます。だから
BREXIT をしても、イギリスも

完全に欧州統合と手を切れな
いのではないかと。表面上は
BREXIT、離脱だといっても、
反離脱と言うと言い過ぎかも
しれませんけれども、そのよう
な状況ではないか。最後は私の
意見ですけれども、そのような
ところで思っております。日本
がそういった世界を読みなが
ら、どういうふうにその間に
入っていきながら、価値外交等
を生かしていくのかというこ
とではなかろうかと。最後は我
田引水のまとめ方になりまし
たけれども、そんなところから
今後も私どもヨーロッパをウ
オッチしていきたいと思いま
す。  
 次はきっと BREXIT でお話
ができるのではないかと思っ
ておりますけれども、３回目、
またよろしくどうぞお願いい
たします。（拍手）  
高畑洋平（司会）  それでは、
以上をもちまして第２回欧州
政策パネルを閉会させていた
だきます。皆様、どうもありが
とうございました。  

──  了  ──  
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２．グローバル・フォーラムのご紹介  
                       

「グローバル・フォーラム」（The Global Forum of Japan：GFJ）
は、民間、非営利、非党派、独立の立場に立つ政策志向の知的国際
交流のための会員制の任意団体である。1982 年の創立以来 40 年近
くにわたり、米国、中国、ロシア、ASEAN 諸国、インド、豪州、
欧州諸国、黒海地域諸国等の世界の国・地域との間で、相互理解の
深化と秩序形成への寄与を目的として相手国の研究組織等との共
催形式で「対話」と称する政策志向の知的交流を毎年４回程度実施
している。日本側からできるだけ多数の参加者を確保するため、原
則として開催地は東京としている。  
現在、伊藤憲一代表世話人、渡辺繭執行世話人、高畑洋平常任世

話人・事務局長の他、石川洋、矢口敏和の２名の経済人世話人およ
び 11 名の経済人メンバー、柿沢未途、末松義規、鈴木馨祐、船田
元の４名の政治家世話人および 11 名の政治家メンバー、そして伊
藤剛、神谷万丈、高原明生、渡邊啓貴の４名の有識者世話人および
53 名の有識者メンバーによって運営されている。  
 
※当フォーラムの活動は、当フォーラムの趣旨に賛同する法人メンバーな
どの参加と貢献によって維持されております。こうした中、当フォーラム
は、１社、１団体でも多くの法人様のご支援とご参加を得たく、現在、新
規法人メンバーを募集しております。当フォーラムの趣旨にご賛同頂き、
ご支援いただける場合、ご入会をご検討いただければ幸いです。ご入会に
関する詳しい内容につきましては、当フォーラムまでご連絡ください。  

 

 【連絡先】  
名称：グローバル・フォーラム  
住所：〒107-0052 東京都港区赤坂 2-17-12 チュリス赤坂 1301 
電話：03-3584-2193 FAX：03-3589-5120 
E-mail：gfj@gfj.or.jp URL：http://www.gfj.jp/j/ 
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